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審査経過 

吉岡会長が開議を宣告し、会議成立宣言の後、直ちに会議に入り、「議案第３号 令和

４年度伊勢市一般会計予算」中、教育民生分科会関係分、外４件を議題とし、款 11 教育

費から審査を再開し、付託案件のすべての審査を終わり、暫時休憩の後、会長報告文につ

いては正副会長に一任することで決定し、散会した。 

なお、詳細は以下のとおり。 

 

開議 午前９時57分 

 

◎吉岡勝裕会長 

 ただいまから予算特別委員会教育民生分科会の継続会議を開きます。 

 出席者は全員でありますので、会議は成立いたしております。 

 会議録署名者は、当初決定のとおりです。 

 それでは、予算書の122ページをお開きください。款11教育費から審査を行います。教

育費につきましては、項１教育総務費、項５社会教育費及び項６保健体育費は目単位で、

項２小学校費、項３中学校費及び項４幼稚園費は、項単位での審査をお願いいたします。 

 それでは、項１教育総務費、目１教育委員会費について御審査願います。 

 

【款11教育費】《項１教育総務費》（目１教育委員会費） 発言なし 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、目１教育委員会費の審査を終わります。 

 次に、目２事務局費について御審査願います。 

 

（目２事務局費） 発言なし 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、目２事務局費の審査を終わります。 

 次に、目３教育振興費について御審査願います。教育振興費は、122ページから125ペー

ジです。 

 

（目３教育振興費） 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言はありませんか。 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 おはようございます。ここの項で２、３点、お願いしたいと思います。まず、学校行事

開催事業というところになるんかなと思うんですが、どちらかというと教育振興という面
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で御質問をしたいと思います。音楽の振興についてと、こういうことでちょっと事業的に

音楽だけが目立って、そういう項目がありませんでしたので、ちょっと学校行事の関連と

いう形でここの事業では、音楽に関する行事の開催を委託してということで、学校行事な

り学校行事の充実を図ると、こういうことでお伺いしておるわけなんですが、私は直接聞

いたことないんですけれども、この五十鈴中学とか、全国大会出ていくとか、音楽の合唱、

そういうようなことが伊勢でも非常に優秀であり、自慢できる部分があると思うんですが、

あまり音楽は、学校の中で文化祭なんかになると、学年対抗なりクラス対抗ということは、

私も見せていただいたことがあるんですが、本当にすばらしいというふうに思っておりま

す。そこが予算的に全般的に見させていただいても、ちょっとどういうふうに音楽を振興

しているんかなと、こういうふうに思うわけですが、そこを１点、もしお考えあればどの

ような感じなのかお聞かせ願いたいと思います。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課長。 

 

●山鹿学校教育課長 

 失礼します。音楽に関する活動につきましても、ほかの英語の活動とか、いろいろな体

験活動と同様、子供たちの豊かな感性を養うものとしまして、例えば伊勢まつりへの参加

とか、中学校の連合音楽演劇発表会等、取り組ませていただいております。 

 また、中学校では、令和３年度吹奏楽が５校、合唱が３校など、音楽に関する部活動が

ありますので、それに対する楽器の購入とか、先ほど言っていただいておりました県外へ

の大会の参加費など、そういったものに対しまして助成をさせていただいているという状

況でございます。以上です。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 ありがとうございます。一生懸命そういうふうにされておるところが、やっぱり市民的

に見ても評価されるようなところの積極的な予算の見せ方というのも、また研究していた

だきたいなと、そんなように思います。音楽のまち伊勢というぐらいのことも、私の地元

にもプロのサックスの３姉妹の方もみえますし、伊勢の中には、ピアノとか、声のプロ、

声楽家も見えますので、そういうトップの方も近くに見えますので、ぜひ、学校において

も、積極的な音楽、楽器とかそういうこともあるんでしょうで、よろしくお願いしたいな

と思います。 

 次に、６のいじめ防止対策推進事業、この点について一つお願いしたいと思います。昨

年度、私、この予算特別委員会で、いじめ防止の観点からピンクシャツデーというような

運動をどうかということでお伺いさせていただいたところ、伊勢市教育委員会としても運

動を推進していくと、こういう御答弁をいただきました。令和４年度の予算書では、見る

限り、いろんな研修とかいうことで全体的にあるんですが、予算書を見る限り、ピンクシ
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ャツ運動というのは出てこないということになっています。また、令和３年度に比べて、

予算も若干ではありますが減額になっておるということで、どのように教育委員会として

は、いじめ防止対策ということでこれまで取り組んできたのか。あるいは、令和４年度に

おいてどう取り組んでいくのか、よろしくお願いしたいと思います。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 ピンクシャツ運動につきましては、昨年度ほぼ全ての学校で行わせていただきました。

その取組内容としましては、各学校が工夫をして児童会・生徒会がピンク色のリボンを子

供たちに配って、その日つけて登校をしてくるとか、何でもいいからピンクのものを身に

着けるとか、ピンクのものを持ってくるとか、決して強制ではありませんが、そのような

ことで子供たちの意識づけということをさせていただきました。特にお金をかけるという

ようなやり方ではなく、子供たちがいじめに対して、いじめはあってはならないというこ

との意識を高める取組とさせていただき、これを続けて学校のほうにはしていただくよう

に依頼はしております。 

 それから、いじめに対する考え方ですけれども、いじめはゼロになるということはなか

なか難しいことと考えておりますが、全ての教職員がいじめはどの子供にも起こり得る、

どの子供も被害者や加害者になり得るとの考えから、いじめは絶対に許さないという強い

姿勢と毅然とした態度で取り組むことが重要であると考えております。ですので、いじめ

の認知件数が多いということは、数も多いなと思われることもあるかもしれませんが、そ

れはそれだけ教職員の目が行き届いていると、正しく認知していると捉えております。し

っかり対応していくことが大切と考えております。以上です。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 ありがとうございます。私もちょっと気がつかんだだけで、運動としては展開しておる

と、こう理解させていただきます。これはやはり生徒が、先生方が強制的に言うんではな

く、やはり生徒自らいじめについての考え、取組というようなことで、やはりそういう運

動が展開されていくことによって、思いやりのある豊かな社会というんでしょうか、そう

いうことが築き上げられていくのかなと思っておりますので、ぜひ今後も期待したいと思

います。 

 次に、エンジョイイングリッシュ事業についてお願いしたいと思います。この事業は、

それぞれ概要書を見せていただきますと、ちょこっと英語体験だとか、英検チャレンジ授

業とか、いろいろ細かく、四つ、五つ事業も細かくあるんですが、令和３年度に比べて、

金額でいくと200万円ぐらい上がっておりまして、これについて新しい取組があるのかど

うか、このイングリッシュ事業についてですね、お伺いしたいと思います。 
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◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 英語検定の補助を行っておりますが、この英語検定の検定料が大変急激に値上がりをし

まして、そのお金が予算の大幅な値上がりとなっております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 ありがとうございます。そうすると、今のお話しでいきますと、英語検定チャレンジの

補助する生徒が多くなったということでの予算見積りとこういうことで理解していいです

か。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 人数ではなく、検定料がすごく急激に1,000円単位で増えたというところがございまし

て、その分の値上がりとなっております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 失礼しました。そうすると、検定を受けるという人は上がって、どのくらいを見込んで

おるんでしょうか。前回から増えているというわけではないのでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事 

 

●中川学校教育課副参事 

 大きく変化は見込んではおりませんが、実はコロナの影響で、準会場という会場を提供

する場が実は確保が難しく、人的にも場所的にも密にならないということで、なかなか簡

単に人数の増加を見込むことはできない部分はございます。けれども、たくさんの子供た

ちにできるだけ受けていただきたいとは考えております。 
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◎吉岡勝裕会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 ありがとうございます。そうすると、英語検定の成果も上がっているようには思ってお

るんですが、どのようにそこら辺は評価をしているんでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 中学３年生で、英検３級程度の英語力を身に着けること、50％の中学３年生が英検３級

程度の力をつけることを目標としております。少しずつではありますけれども、多少増減

はありますけれども、50％に近づきつつあるというところでございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 ありがとうございました。私、３級が50％というのがどのくらいのレベルになるか分か

りませんが、三重県とか全国において、どういう位置を目指すのか、今のところ伊勢がど

の位置なのか、教えていただけますか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 一般的に、よく中学３年生で英検３級程度の力をつけるようにとよく言われております

ので、それを一応こちらのほうも目標の数値として挙げております。平成31年度に全国学

力学習状況調査で英語の科目がありました。そこでの伊勢市の正答率が、国や県の正答率

よりも高い数値を得ることができましたということがあります。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 伊勢はこういう結果があって努力されて、レベルとしては平均以上と、こういうようこ

とで今後も進めていただきたいと思います。それでは、この中の一つ、スピーチコンテス

トというのがちょっとお聞きしたいんですけれども、この内容というのは、どういうもの

なんでしょうかね。内容を、コンテストということを教えていただきたいんですが。 
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◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 中学校各校１名から２名出場者を決めていただき、夏休みですけれども、スピーチコン

テストを行っております。外部の審査員の方に来ていただき、優勝者を決めるような形で

行っております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 ありがとうございます。代表者を決めてと、こういうことなんですが、私も自分が中学

生のときに、自分のクラスから代表者がでたときに、そのときを思い出しますと、その方

は非常に意識が高く、選ばれた人は英語力も高く、すばらしい英語力を持って、努力もさ

れたということになるんですが、僕らのこの授業で紹介しますと、その選ばれた人は、毎

回毎回英語の時間が始まる前に英語を読むんですね、本を暗記して。そうすると、我々は

それを聞いておるだけというようなことで、あまり選ばれた人は非常に英語力いいんです

けれども、選ばれていない人への普及というのか、そういうところへの努力というのも実

は大事なのかなと感じておるんですけれども、コンテストそのものは何も否定しませんね

んけれども、それより広げていくという考え方というのをお聞かせ願えますか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 選ばれたというのも、自分から出たいですというような申出の下、行っております。ま

た、選ばれて出場した子供につきましては、各校学習発表会であったりとか、また、文化

祭であったりとか、いろんな場面でそれぞれ各校工夫して、発表してきた内容を報告する

というような会を設けております。子供たちが実際にその子供たちの発表の姿を、出場者

の発表を見て、このようなところを自分もまねできるんじゃないかなとか、刺激になって

いるんだと思います。以上です。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 ありがとうございます。確かに刺激にはなるんかなとは思いますけれども、私もそれを

聞いて、自分の英語力上がったとは思っておりませんので、さらなる努力は、やはり、も
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ちろん選ばれたというか、自分で手を挙げたということは素晴らしいことだなと思います

ので、そういうグループなり、ぜひそういう機会を捉えて、選ばれない人にも広がるよう

な工夫もしていただきたいと思います。とにかく、私も英語は、この後でも事業はあると

思うんですが、やはり外国人と会話をするということはとても大事、聞くということも大

事だと思いますので、その辺、ぜひ英語力アップにつなげていただきたい。今後も伊勢の

子供たちが、世界に通用するような、それぐらいの気持ちでぜひよろしくお願いしたいな

と思います。ありがとうございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 他に御発言はありませんか。 

 藤原委員。 

 

○藤原清史委員 

 おはようございます。よろしくお願いします。この目３の教育振興費のところで、２点

ほどお願いします。まず１点目は、食育推進事業について、少しお聞きさせていただきま

す。以前、一時は食育食育というてよく耳にしたんですけれども、最近あまりこの食育と

いう言葉が耳に入ってこないんですけれども、現在、食育ということを、今回66万4,000

円予算が取られていますけれども、最近の取組、事業の内容について少しお聞きしたいと

思います。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●上永学校教育課副参事 

 失礼します。現在、食育推進事業としましては、主に推進研究事業というものと、推進

体制整備事業という二つの事業を行っております。また、本年度より農林水産課と連携し

て、いせっ子朝食メニューコンクールというものを実施いたしました。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 藤原委員。 

 

○藤原清史委員 

 推進研究事業とか推進体制整備事業というのをやられているということですけれども、

子供たちに対してはどのような教育の方法をされているんでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●上永学校教育課副参事 

 学校におきましては、年間計画をつくりまして、それに基づいて食に関する六つの視点
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というのがあるんですけれども、食事の重要性や心身の健康、食品を選択する力、感謝の

心、社会性、食文化というもの、それを各学年の発達段階に応じた食に関する指導という

ことで、栄養教諭の方と一緒に担任の先生が授業をしているような形を取っております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 藤原委員。 

 

○藤原清史委員 

 分かりました。ありがとうございます。最近よくアレルギーのことや食べ残しが多いと

いうこともちょいちょい耳にするんですけれども、まず、その食べ残しというか残飯の量、

現在どういうふうな格好になっているんか。また、それで食べ残ししないように、どのよ

うに子供たちに指導しているのか、その辺ちょっと教えてください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●上永学校教育課副参事 

 残食の量につきましては、多いというふうに聞いてはおるんですけれども、その残食を

減らす取組ということで、毎月学校から提出される献立の反省、それから子供たちの生の

声、それから、各学校の残菜量など、情報や聞き取り等などを参考にいたしまして、量の

調整や味付けの工夫、食感などを考慮して調理方法を調整しております。 

 また、学校のほうでは、児童会の活動を通じまして、残食を調べたり、減らすように呼

び掛けたり、生産者や供給の業者、調理師さんへの感謝の気持ち等の喚起を行う食育の取

組を行っております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 藤原委員。 

 

○藤原清史委員 

 分かりました。ありがとうございます。それと、アレルギー対策については、現在どの

ような格好で進められているんでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●上永学校教育課副参事 

 学校におけるアレルギー疾患対応の手引きという伊勢教育委員会がつくっているものに

基づきまして、アレルギー疾患を有する児童生徒に対する適切な対応を進めております。

また、食物アレルギーによる給食の対応につきましては、毎月の献立、食品成分表を保護

者による確認をしており、調理師への指導や給食時の安全確認等を行って、対応しており
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ます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 藤原委員。 

 

○藤原清史委員 

 ありがとうございます。分かりました。私も２、３年ほど前に、子供たちが食べている

給食等よばれる機会が２回ぐらいあったんですけれども、確かに最近は、温かい、おいし

い給食を出しているなという気がしたんですけれども、本当にこのアレルギーは先日、子

供がちょっとした小麦粉か何かを入っている食事をして、救急で運ばれて命は助かったと

いうようなアレルギーに対する場面がありましたけれども、本当に怖いことですので、本

当にしっかり取り組んでいただきたいと。それとまた、やっぱり今、給食を残す残飯の量

が増えているということですもので、できるだけおいしい給食、調理師さん出していただ

いているので、その辺はしっかり食べるような取組をしていただきたいなと思います。 

給食に対しては、しっかりと取り組んでいただきたいと思います。 

 もう一つは、部活動指導員配置事業について、少しお聞きしたいと思います。この配置

の現状、現在どういうふうな、何人の方がそういう子供たちに指導していただいているの

か、教えてください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●上永学校教育課副参事 

 伊勢市のほうでは、令和３年度の部活動指導員は７名おります。種目はバレーボール、

ソフトテニス、陸上、合唱、ＪＲＣ、この５種目となっております。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 藤原委員。 

 

○藤原清史委員 

 それは、それぞれ別々の学校にみえるんですかね。１か所じゃなしに。いいですいいで

す。それで、この指導員の募集の仕方ですけれども、以前も一遍聞いたことあると思うん

ですけれども、必要な人材を募集するのか。また、指導してくれる方が、私はこういうス

ポーツ、文化的なことができますよという登録をして、それに必要な学校がその人にお願

いする。どういう方法で、今、その７名の方採用されたのか、教えてください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 
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●上永学校教育課副参事 

 募集につきましては、市としまして、募集人数、予算のほうを決めまして、各校に部活

動指導員の配置希望を聞き、種目等を決定しております。そのあと、ハローワークに公募

をいたしまして、教育委員内で面接を行い、決定をしております。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 藤原委員。 

 

○藤原清史委員 

 すみません。分かりました。それで、これから専門の指導員の数や、また、生徒の各校

の少人数化によって、部活動の支援が、支障が出てくることが予想されますけれども、今

後の部活動の方向性というか、どのような取組をしていくのか、考えがあれば教えてくだ

さい。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●上永学校教育課副参事 

 市としましては、文部科学省が令和５年に進める計画の学校の働き方改革を踏まえた部

活動改革に基づき、部活動指導員や地域の総合型スポーツクラブ、クラブチーム等の地域

人材を活用する等、休日の部活動の段階的地域移行を含め、部活動の在り方を検討してま

いりたいと考えております。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 藤原委員。 

 

○藤原清史委員 

 分かりました。総合型という言葉も出てきたんですけれども、何日か前かな、県の関係

で、桑名かどこかのスポーツ関係の方とお会いしたときに、あそこがそういう総合型で外

部指導的なモデル事業を行うというような、ちょっとはっきりとは聞きませんでしたけれ

ども、そういうこともちょっと耳にしました。本当に、特に中学校のクラブ活動と運動に

関しては、私、以前も申し上げましたけれども、やはり中学生になると、体もだんだんで

きてきますし、技術的な理解度も出てきて、技術が伸びる時期でもありますので、本当に

充実したクラブ活動ができますように、そういう面でしっかりと子供たちのために、今後

とも事業のほうをお願いしたいと思います。ありがとうございました。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 他に御発言はありませんか。 

 楠木委員。 
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○楠木宏彦委員 

 今、部活動指導員配置事業のことについては聞いていただきましたけれども、この点に

つきまして、若干もう少しお聞きをしたいと思います。これまで、部活というのは、基本

的に学校の先生方が顧問になっていただきましたけれども、そして、部活動というのはや

はり先生方にとっても子供たちにとっても非常に面白いと。だから、際限なくやってしま

うというような状況も生まれておったと思います。先生方にとっても、ワークライフバラ

ンスを崩してしまったというようなこともありますし、また、生徒にとっても面白い反面、

勝利至上主義になってしまうとか、そういった弊害もありました。 

 その中で、文部科学省を中心に、この間、先生方の働き方改革と、それから部活動の改

革ということで、取り組んできていただいていますけれども、伊勢市でも部活動ガイドラ

インがつくられて、それに基づいて進められていると思うんですけれども、改善の一つと

して、地域人材を活用するという事業が出てきているんだと思います。この令和４年度の

予算で767万9,000円計上されているわけですけれども、先ほどどのように配置されている

かとか、種目別のことについては聞いていただきましたので、あと、指導員としてどのよ

うな方が来ていただいているのかについて、伺いたいと思います。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●上永学校教育課副参事 

 先ほど申しましたように、ハローワークでの公募ということなんですけれども、その種

目に指導者として適しているかということも、面接等も含めまして、検討もいたしまして、

その種目とマッチしました指導員の方を、その学校のほうで指導していただいているとい

うふうなことでございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 そうしますと、地域のそういった専門的なスポーツをやってきていただいている方とか、

あるいは元先生とかはいらっしゃらないんですか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●上永学校教育課副参事 

 その中には、元教員という方もおられます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 
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○楠木宏彦委員 

 今、言っていただきましたけれども、確かに適切な方をしっかりと雇用すると。そうゆ

う先生方もいらっしゃるということで、十分な指導ができるんだろうと思いますけれども、

その指導員の雇用の形態といいますか、働く時間だとか、あるいは条件、そういったこと

についてはどのようになっていますか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●上永学校教育課副参事 

 雇用につきましては、市の会計年度任用職員ということで、採用をいたしております。

賃金のほうの単価は1,600円というふうになっております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 先ほど７名というふうに言っていただきましたけれども、この方々は幾つかの学校を兼

ねているのか、それとも、一つの学校に限定しているのか、どうなんですか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●上永学校教育課副参事 

 お一人一つの学校にということで、行っていただいております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 ありがとうございます。本当にこれ、これから期待される部活動の在り方として、非常

に希望の持てる内容かと思いますので、さらに充実していただければいいのかなと思いま

す。ただ、先ほど藤原委員言われたように、学校の生徒は少なくなってきて、部活動が種

目によっては成り立たないというようなケースもお聞きしますし、それから、また、学校

間で幾つかの合同で活動していると、そういう話もお聞きしているんですけれども、やは

り様々な問題がこれまであったにしても、やっぱり部活動というのは、子供たちにとって

非常に重要な生涯にわたってやれるスポーツであったり、文化活動であったりするので、

よろしくお願いしたいと思います。ありがとうございます。 
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◎吉岡勝裕会長 

 他に御発言はありませんか。 

 久保委員。 

 

○久保真委員 

 私のほうからも少し、教育振興事業について聞かせていただきたいと思います。まず、

（６）番目の通学安全対策事業についてなんですけれども、道路交通事情等によって、通

学に危険が生じる遠距離通学児童に対してのスクールバス等を運行することで、安全な環

境を整備するということを概要書に書いてもらってあるんですが、ちょっと説明していた

だけますかね。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 教育総務課長。 

 

●前村教育総務課長 

 今、委員のほうにお話ししていただきましたことにつきまして、少し具体的にお話しを

させていただきますと、スクールバスですと、現在ですと伊勢宮川中学校、それから、二

見浦小学校、みなと小学校のほうにスクールバスのほうを運行させていただいて、子供さ

んたちの安全な通学環境ということを整備をさせていただいております。それから、また、

路線バスとか、鉄道を使って通学しているお子さんにつきましては、通学費のほうを助成、

支給をさせていただくというようなことをしております。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 久保委員。 

 

○久保真委員 

 路線バスへの通学費の支援もしていただいているということ。みなと小学校においては、

スクールバスとスクールタクシーというふうに書いていただいてあるんですけれども、こ

の辺の違いもちょっと説明をお願いします。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 教育総務課長。 

 

●前村教育総務課長 

 すみません、みなと小学校につきましては、スクールバスと、それから、スクールタク

シーのほうを運行しております。大湊地区のほうから通学をしていただいているお子さん

については、スクールバス、それから、国道23号線より南側の小木地区にお住いのお子さ

んにつきましては、スクールタクシーのほうで運行させていただいておるという状況でご

ざいます。 

 



 14 

◎吉岡勝裕会長 

 久保委員。 

 

○久保真委員 

 何名かの子供さんも見えて、それは１日というか、午前１便というようなバスについて

もタクシーについても考えでいいんですか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 教育総務課長。 

 

●前村教育総務課長 

 １日に複数便運行させていただいております。スクールバスにつきましては、朝は３便、

午後も曜日によりますが、３から４便運航しております。スクールタクシーにつきまして

は、登下校とも２便という形で運行をしております。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 久保委員。 

 

○久保真委員 

 ありがとうございます。それによって、朝の忙しいときに子供たちも遅れることなく、

取り残されることなく学校のほうに登校できるんだと思います。ありがとうございます。 

この適正規模配置によって、子供たちにとってより遠くなってしまっているようなことが

あると思うんです。それによって、取り残されていく地域がないようにしっかりとこれか

らもお願いしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、次に、先ほど楠木委員、また、藤原委員のほうからも、ちょっと出ていまし

たけれども、部活動指導員配置事業のところについて、かぶらない程度にちょっとお聞き

したいところがあったので聞かせてください。その話の中に、生徒数が減少で成り立たな

いクラブというのがどんどん出てきているということを聞いています。例えば、そのクラ

ブ活動の在り方についてなんですけれども、北浜中学校、豊浜中学校、配置で一緒になっ

たわけですけれども、桜浜中学校として。そこで、クラブを両校が一緒になって、今どう

いうような現状で活動されているのか。それうまく言っているのか、ちょっとお聞かせ願

いたいと思うんですけれども。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●上永学校教育課副参事 

 両校の部活動をそのまま組み合わせた形でしているというふうに聞いておりますし、何

か問題とか不都合なことがあったというふうなことは伺っておりませんので、順調に合わ

さって、部活動のほうを進めてもらっているのだと考えております。 
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◎吉岡勝裕会長 

 久保委員。 

 

○久保真委員 

 ありがとうございます。そのクラブによって、そこに在籍していた子供たちの数も違う

と思うんですけれども、それで、一緒になったことによって、クラブ員も増えてクラブ活

動が充実しているということで認識させてもらっていいんですかね。ちょっとそれだけ聞

かせてください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●上永学校教育課副参事 

 委員おっしゃられるとおりに、充実した活動が、また人数も増えることによってできて

いると考えております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 久保委員。 

 

○久保真委員 

ありがとうございます。 

次に、その次の学校プールのことでちょっとお聞かせ願いたいと思うんです。学校水

泳民間プールの活用ということで、去年、過去２年間活動の実施もなく、当初は実証実験

として、民間プールを活用して効果的な指導のための研修も行うというふうにありました。

この２年間で、ティーム・ティーチングなどを行われたのか、また、そこで効果的な指導

のための研修とか、先生同士のいろんな講習とか、スキルのアップというのは行われたの

か、ちょっとお聞かせください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●上永学校教育課副参事 

 コロナの影響のため、令和２年度、令和３年度がこの民間プールの活用、また、それか

ら、学校自体のプールのほうも学校水泳を実施しておりません。それで、この活用事業に

つきましては、インストラクターと教員とのティーム・ティーチングで効果的な指導の進

め方を研究する予定で来年度おります。この２年間につきましては、特にそのようなイン

ストラクターと教員が研究を行うということは実施できておりません。 
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◎吉岡勝裕会長 

 久保委員。 

 

○久保真委員 

 初年度に実施したときも、そのティーム・ティーチングによるそういう研修というのは

行わなかったんですね。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●上永学校教育課副参事 

 初年度は、まだ手探り状態の部分もありましたが、そこでの反省点もありまして、令和

４年度につきましては、教員とインストラクターのティーム・ティーチングというところ

に重きを置いて研究を進めてまいりたいと考えております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 久保委員。 

 

○久保真委員 

 よろしくお願いしたいと思います。例えばプールで、専門の知識を持ったコーチからい

ろんな技術、スキルを教わった先生方は、いろんなところへまた赴任されて、いろんなと

ころでいろんな指導がされていくと思うので、そういうところも考えるとこのプール活用

というのにも意義があると思うんですよね。しっかりとそういう対策もしていただいて検

証のほうもしていただきたいと思います。令和４年度、これから、対象校も募集されてい

くと思うんですけれども、令和３年度と変更ないのか、また、変更されるのか、ちょっと

その辺増えるんならそのこともちょっとお聞かせください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●上永学校教育課副参事 

 令和４年度につきましては、改めて公募を行わせていただくということになっておりま

す。現在のところ未定でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 久保委員。 

 

○久保真委員 

 それは、新しく今までされていない学校を対象にということではなくて、今までやって

きてもらっていた学校も含めてということですよね。それでは、この事業の市内全校での
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実施、なかなか難しいというふうに私も考えているんですけれども、民間プールが多分な

かなか活用できないということであれば、市のやすらぎ公園のプールとか御薗Ｂ＆Ｇのプ

ールとか活用するようなこともできると私考えるんですね。その指導員のほうを派遣して

いただいたり、いろんなことがあると思うので、そういうお考えはないのか、ちょっと聞

かせてください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●上永学校教育課副参事 

 令和４年度につきましては、民間プールの活用ということで進めさせていただきますが、

今後そのような様々な市の施設であったり、指導者等検討していく必要もあるかと考えて

おります。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 久保委員。 

 

○久保真委員 

 それによって、子供たちもたくさんプールの中入ることができるし、期間も夏限定じゃ

なくて、御薗のような屋内の温水のプールであれば、ちょっと寒くなった時期にも実施可

能かなというふうに考えますので、その辺のこともしっかり考えていただきたいと思いま

す。この令和４年度までに、プールの在り方に関する検討委員会を立ち上げる。そこで効

果的な児童への指導方法や経済的プールの運営などを検討するというふうにありまして、

令和４年間までにその検討をされましたか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●上永学校教育課副参事 

 コロナの影響で２年間実施ができなかったということもございまして、この令和４年度

以降の件につきましては、ただいま、まだ検討しいるところでございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 久保委員。 

 

○久保真委員 

 よろしくお願いしたいと思います。子供たちのためでもありますので、しっかりと長年

の課題ということで取り組んでいただきたいと思います。よろしくお願いします。ありが

とうございます。 
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◎吉岡勝裕会長 

 他に御発言はありませんか。 

 辻委員。 

 

○辻孝記委員 

 すみません、この目で少し皆さん聞かれた部分もありますけれども、私からは教育振興

事業の（14）豊かな心を育む体験交流活動推進事業の中で、少しお聞かせ願いたいと思い

ます。様々な取組を、今、やってもらっております。社会参画力向上推進事業であったり

とか、自然体験活動推進、赤ちゃんとのふれあい体験等通した命の学習というような形で

取り組んでもらっております。その中の自然体験活動推進の中で、ふれる・つくる・かん

じる自然体験プログラムの実施ということであるわけでありますが、これは中身、ちょっ

と少し御紹介いただければなと思うんですが。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 このふれる・つくる・かんじる自然体験プログラムには、学校教育課のほうで企画をし

ましたプログラムに学校が参加をするというものでございます。まず一つ目はラブリバー

での森体験、それから、横輪川での生き物観察、三つ目が木工体験、四つ目が学校近くの

自然を学ぶ、五つ目がクッブというスウェーデン発祥のスポーツなんですけれども、その

体験ということになっております。以上、五つのプログラムがあります。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 辻委員。 

 

○辻孝記委員 

 分かりました。５種類のことをやってもらっていると。これはやりたい学校が手挙げで

やっておられるんでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 令和３年度は、この五つを一つのまとまりで１校にやっていただくような感じで、全部

で３校あったんですけれども、来年度はこの五つのプログラムをばらいて、いろんな学校

から手を挙げていただいて体験していただこうと考えております。広くたくさんの学校に

体験をと考えております。 
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◎吉岡勝裕会長 

 辻委員。 

 

○辻孝記委員 

 できればそうやって、令和４年度の予算的には、そういう形で組んでもらったというこ

とで喜んでおります。やっぱり少ない学校だとせっかくいろんなことをやってもらってい

るのに、体験できないというのはちょっと悲しいかなというふうに思います。そういった

とこで令和４年度よろしくお願いしたいと思います。 

 次に、125ページの大事業３の奨学金育英事業の話なんですが、以前私のほう、一般質

問させてもらいました。今後いろんな県外、県内の部分から、いろんな通学の形態によっ

て考えたらどうですかとか、環境によって考えたらどうですかということを御提案させて

いただいて、検討するというような方向性を聞かせてもらいました。その後どのような経

緯をたどっているのかちょっとお聞かせください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●西尾学校教育課副参事 

 辻󠄀委員仰せのとおり、以前、区分の変更を見直したほうがいいという御意見を頂戴して

おりますが、現時点では以前のままでございます。しかしながら、制度全体の見直しが必

要な時期であるということは十分認識しているところでございます。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 辻委員。 

 

○辻孝記委員 

 そうすると、コロナの関係もありますので、収まっていかないと難しいかなと思います

けれども、どのくらいをめどに考えておられるのかだけお聞かせ願えますか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●西尾学校教育課副参事 

 委員仰せのとおり、コロナの影響もございまして、現在多くの世帯がコロナの影響で家

計に影響があると考えられる中、学費の支払いや仕送りについても、少なからず多くの学

生に影響があるものと推測されます。そのような中、今後の社会経済の状況等も踏まえた

上で、様々な視点から持続可能な制度の見直しについて検討していく必要があると考えて

おりますが、具体的にいつからということは、これから検討していく段階でございます。

以上でございます。 
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◎吉岡勝裕会長 

 辻委員。 

 

○辻孝記委員 

 なるべく早い段階で検討してもらいたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、先ほど中村委員からも指摘がありましたエンジョイイングリッシュ事業につ

いて、少しお尋ねしたいと思います。先ほど中村委員からも英語スピーチコンテストの話

がありました。私もこれすごくいいことだと思っております。ちょっと私、すごく思うこ

とは、この英語スピーチコンテストは代表者１名なり２名が学校から出ていくという格好

になります。スピーチコンテストですので、１名がスピーチするという話になるんだと思

いますが、もし英語力アップさせようと思うんであれば、例えば演劇的な形をグループで

演じていただいて、それを見て評価をしていく、英会話的にちゃんとできているのかどう

かとか、相手に伝える英語力というものも必要じゃないかなというふうに思うんですが、

そういったことを考えることも必要かと思うんですが、その辺お考え、もしあればお聞か

せください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 現在のところは、来年度もスピーチコンテストを考えておりますが、いろいろなアイデ

アをお聞きをして、また効果的な子供たちの英語力向上につなげるような活動は考えてい

きたいと思いますので、貴重な御意見どうもありがとうございました。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 辻委員。 

 

○辻孝記委員 

 グループでやるのも必要かというふうに思いますので、できれば共に英語力アップして

いけるような環境づくりをお願いしたいと思います。 

 次ですが、大事業８の読書活動の関係ですが、読書大好キッズプロジェクト事業、これ

を少し中身を教えてください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 読書大好キッズプロジェクト事業は、読書ツアーというようなお薦めの本を低学年、高

学年に冊子で子供たちに渡して、それを読んだところにシールを貼っていくというような

ことで、子供たちの読書へ対する意欲、関心を高めようした取組を行っております。来年
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度からは、高学年につきましては、一人一台タブレットを配置されましたので、電子のほ

うで読書ツアーを読んだというようなやりとりをタブレットを通じてやるようにしており

ます。低学年はシールを貼っていくというような感じでやっております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 辻委員。 

 

○辻孝記委員 

 分かりました。シール貼ってやっていくのも一ついいかと思いますし、例えば達成感を

感じてもらうために、一生懸命頑張って読書をやったと、その達成感を感じるための何か

取組というのはされておられるんですか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 賞状のようなものは手渡しているというところはあるんですけれども、そのようなほか

に何かというようなところは特にはございません。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 辻委員。 

 

○辻孝記委員 

 今回は、高学年に関しては電子版使用ということで、タブレットを使いながらというこ

ともありますので、いろんな読書をすることによって、この本これだけ読んだというとこ

ろで、せっかく読んだことによって、例えば30冊、40冊、50冊でも結構ですが、いろんな

段階で例えば勉強になる、例えば博物館の入場券をもらえるとか、そういったものがある

といいのかなというふうに思うんですが、そういった考えというのはないでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 委員仰せのように、スモールステップで子供たちの意欲を認めて、また上げていくとい

うようなところも非常に大切なことかと思います。また、子供たちの読書意欲が高まるよ

う、いただいた御意見も参考に検討していきたいと思います。どうもありがとうございま

す。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 辻委員。 
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○辻孝記委員 

 よろしくお願いします。本もやっぱり大事ですので、いろんな機会をつくっていくため

には、やっぱり、子供たち、自分もそうだったんですが、やっぱり読んでいこうと、冊数

を多く読むとか、そういう思いにならないといけないかなというふうに思いますので、そ

ういう努力を何かで認めてあげる。また、報奨じゃないですけれども、頑張った成果をこ

ういう形に換えていくような形も必要かなと思いますので、取組のほうよろしくお願いし

ます。結構です。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎吉岡勝裕会長 

 ないようですので、目３教育振興費の審査を終わります。 

 次に、124ページの目４教育研究所費について御審査願います。 

 

（目４教育研究所費） 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言はありませんか。 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 教育研究所費の中で、カウンセリングルーム総合推進事業とそれから、不登校対策につ

いて伺いたいと思いますけれども、まずは、カウンセリングルーム総合推進事業について

お伺いいたします。福祉の分野においても、それから、教育の分野においても、専門的な

力量、資格を持った方は非常に大切だと思うんです。近年課題が多様化して、複雑化して

いる中で、専門的な方々がこういったところで働いていただく、市でも採用していただい

て、そして、また、職員の中からもそういう資格を取っていただくということが、時代の

趨勢から大事なことだと思うんですけれども、このカウンセリングルーム総合推進事業で

教職経験者や臨床心理士を学校に派遣するというふうにあるんですけれども、臨床心理士

などの専門家は何人ほど採用していただいているんしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 教育研究所長。 

 

●西村教育研究所長 

 教職経験のある教育コンサルタントを３人、臨床心理士を３人、採用させていただいて

おります。以上でございます。 
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◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 ありがとうございます。その先生方の働き方といいますか、どのように、具体的に、例

えばどこの学校で、あるいは、どのように働いているかということについて伺いたいと思

います。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 教育研究所長。 

 

●西村教育研究所長 

 教育コンサルタントの先生たちにつきましては、通常、小俣総合支所の３階の「スマイ

ルいせ」というところに執務していただいております。そこで、学校訪問等要請があった

ら、出向いて臨床心理士と学校訪問させていただく等しているほか、電話相談を教育相談

として受け付けているという状況でございます。臨床心理士の先生につきましては、カウ

ンセリングを二人体制、一人体制の日がございますけれども、交代で主にカウンセリング

をやっていただきまして、あと、同じように学校から要請がありましたら、学校のほうに

も派遣をさせていただいているという状況でございます。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 学校からの要請があったらということに関してなんですけれども、緊急支援員を学校に

派遣すると、こういうふうな記載があるんですけれども、このケースについて、令和３年

度には実績はあるんでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 教育研究所長。 

 

●西村教育研究所長 

 令和３年度につきましては、２月末時点で、延べ35校に派遣させていただきました。 

以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 ありがとうございます。非常に多いのかなという感じがしますけれども、この緊急支援
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員という方々はどの程度そこの学校に詰めているのかについて。例えば一回一日限りなの

か、それとも、一定期間そこで支援するのかということを伺いたいと思うのですが。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 教育研究所長。 

 

●西村教育研究所長 

 基本的には、１か月単位で派遣をさせていただいております。１日６時間をめどに、１

か月派遣校を決めて派遣させていただいておりますけれども、今年度につきましては、新

型コロナウイルスで教員が学校に来られないという場合に、１日、２日単位で派遣をさせ

ていただいたこともございました。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 ありがとうございます。緊急とはいえ、例えば１か月単位で働いていただいているとい

うことだと思うんですけれども、やはりそれほど、いわゆる発達障がいか何かの問題が多

い子供が増えているというケースもあるんだと思うんですけれども、非常に大切な事業だ

と思いますので、本当に常駐するだけではなくて、特定のケースに対応してカウンセリン

グできる方、非常に大事だと思いますので、どうぞよろしくお願いをしたいと思います。 

 それで次に、（５）の不登校対策子ども未来サポート総合推進事業について伺いたいと

思います。教育コンサルタントを配置し、訪問型支援を行うということなんですけれども、

この訪問型支援というのはどういうことなのでしょうか。これまで不登校の子供の家庭に

訪問するというのは、担任の先生が、あるいは教頭先生だとか、そういった方々が中心だ

ったと思うんですけれども、教育コンサルタントが訪問していただくんだと思うんですけ

れども、その場合にやはり児童生徒本人だけではなくて、むしろ保護者との関係なんかも

非常に大事やと思うんですけれども、どのような具体的な内容なんでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 教育研究所長。 

 

●西村教育研究所長 

 この訪問型支援といいますのは、不登校児童生徒だけではなく、その保護者の心の支援、

あるいは多忙化する学校現場の支援を大きな目的として、教育支援センターの教育コンサ

ルタントを派遣させていただくものでございます。学校に登校しづらい、教育支援センタ

ーＮＥＳＴの通級にも至らない不登校児童生徒も含めまして、支援をするために、学校か

らの要請を受けて、家庭訪問等をさせていただくものでございます。以上でございます。 
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◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 今、保護者の心の支援とともに、学校への支援というのがありましたけれども、これは

恐らくこれまで担任の先生方がこういった部分を担っていたけれども、なかなかそこまで

できなくなってきている。そういうふうなところを支援していくと、そういうことでよろ

しいんでしょうか。うなずいていただきましたので、そういうことで分かりました。あり

がとうございます。 

 その次、学校復帰以外の選択肢ということが書かれているんですけれども、私もかねて

から不登校対策として、学校へ戻すということが唯一の目的ではなくて、もっと別の考え

方もあるだろうと。家庭にいるままで支援していくとか、そういったケースも考えられる

んだろうと思っていました。そういったことが、だんだんと実際に行われるようになって

きたんじゃないかと思うんですけれども、ただ、不登校というのは、一時的な人間関係、

先生とうまく合わないとか、あるいはクラスの子供たちとの関係で行けなくなった。これ

は、その問題が解決するなり、あるいは時間が解決していくというようなこともあると思

うんで、そういった子供たちはその後、まだ復帰してという可能性はあるんだけれども、

ただ、原因とか理由がよく分からずに、そして結局そのまま学齢期に解決することなく、

そのままひきこもりになってしまうと、こういったケースもあると思うんですけれども、

このようなことも含めて考えていただいて、どのような支援の形を考えていただいている

んでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 教育研究所長。 

 

●西村教育研究所長 

 まずは、教育支援センターＮＥＳＴへの通級と、あとはＩＣＴ機器の活用を含めました

訪問型支援のほうを充実させてまいりたいと考えております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 よく具体的に分かりにくいんですけれども、やはり長期化している子供たちに対して、

学校がやっぱり何らかのつながりをつけながら指導をしていく、あるいは、支援していく

ということは、非常に大事なことだと思います。不登校のまま卒業してしまって、高校へ

行かなかったり、あるいは就職しなかったりといったケースにつながることもありますの

で、そういったところも、恐らく学校ではなかなか見えにくいんだと思うんですけれども、

そういったことについては、また行政のほうでも考えていっていただかなければならない

かなと思います。以上です。ありがとうございます。 
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◎吉岡勝裕会長 

 他に御発言はありませんか。 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 私は、教育研究所運営事業の中をよろしくお願いしたいと思います。この項目で事業は、

教職員の研修というような形でなっておるかと思うんですが、このＧＩＧＡスクール構想

の中、このデジタル化に則した研修というのはどのようになっておるのか、まず聞かせて

いただきたいと思います。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 教育研究所副参事。 

 

●村井教育研究所副参事 

 ＩＣＴ関係の研修の内容につきましては、職員が講師となりまして、ドリル学習ソフト

や学習支援ソフトの活用に関する研修を実施しているほか、アップル等の認定講師による

タブレット端末やアプリケーションの操作研修会も実施しております。また、初級編、応

用編など、教員の活用度に応じたものを設定し、多くの教員が対象となるよう配慮し、実

施をしております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 今、総合的には、そういう初心者、あるいは中級者にも研修をやっておるということな

んですが、特に初心者というのか、あまり慣れていない先生方に、そういうのをやること

によって、効果というのがどれくらいあるのか、成果があるのかどうか、まずお聞かせ願

いたいと思います。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 教育研究所副参事。 

 

●村井教育研究所副参事 

 昨年の６月と今年の１月に教員を対象にＩＣＴの活用に関するアンケートを実施しまし

た。その中で、１日のうち３割以上の授業でタブレットを使用している教員の割合が、昨

年６月のアンケートでは40％程度であったものが、今年１月には60％程度まで上昇してお

りますので、研修の成果もあったというふうに考えております。 
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◎吉岡勝裕会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 ありがとうございます。デジタルデバイドという言葉があるように、非常に幾ら先生方

といっても、年齢が高くなるとベテランの先生になっても、やはりちょっとついていきに

くいと。本当に我々の育ったときと違って、２歳児ぐらいを私も見ておると、もう電話と

ゆうて耳傾けないんですよね。指でやる時代になってきたんだなと、こう感じています。

やっぱり若い先生方のほうが吸収が非常に高くて、やっぱり失礼な話ですが、ベテランに

なるほど吸収率がちょっと遅いというのか、そういうふうになると思うんです。それで、

一般的な話として、全てはそうではないと思いますが、そういうことで、若い教職員がベ

テランの先生に職場の中で、講座もいいんですが、気軽に教え合うというのか、教えてい

ただくというのも非常に大事なことだと思うんですが、普段から。その辺はいかがでしょ

うか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 教育研究所副参事。 

 

●村井教育研究所副参事 

 ＩＣＴの活用につきましては、年齢や経験年数にかかわらず、得意な教員があまり得意

ではない教員のサポートをするということは必要であると考えております。研究所といた

しましても、研修会等で年齢や経験年数にかかわらず、得意な教員がその他の教員をサポ

ートしていただくようにお願いをしております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 ありがとうございます。学校でぜひそういう環境をつくっていただいて、ベテランの先

生もちょっと背伸びするぐらい頑張っていただいて、子供たちの先生であってほしいと、

そういうふうに思います。ありがとうございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、目４教育研究所費の審査を終わります。 

 審査の途中でありますが、11時15分まで休憩いたします。 

 

休憩 午前11時03分 
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再開 午前11時14分 

 

◎吉岡勝裕会長 

 休憩前に引き続き、再開をいたします。 

 久保委員のほうから、発言の訂正の申入れがありましたので、許可いたします。 

 久保委員。 

 

○久保真委員 

 失礼します。さきほどの質問の中、教育振興費のところで、学校水泳民間プール施設活

用事業のところで、私質問の中で、御薗のＢ＆Ｇ海洋センタープールのところで、間違っ

て温水プールというふうに言ってしまったんですけれども、あそこは、温室プールの間違

いです。訂正させていただきます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 それでは、審査を続けます。 

 次に、目５人権教育費について御審査願います。人権教育費は124ページから127ページ

です。 

 

（目５人権教育費） 発言なし 

 

◎吉岡勝裕会長 

 発言もないようですので、目５人権教育費の審査を終わります。 

 次に、126ページの目６教育集会所費について御審査を願います。 

 

（目６教育集会所費） 発言なし 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、目６教育集会所費の審査を終わります。 

 次に、項２小学校費について、項一括で御審査願います。小学校費は126ページから129

ページです。 

 

《項２小学校費》 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言はありませんか。 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 小学校費のところで、一つまず、学校評議員設置経費の予算がありますけれども、これ

についてお伺いしたいと思います。この学校評議員というのは、どの程度活動しているの
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かよく見えにくいところもあって、どうなっているのかなと気になるんですけれども、ま

ず、この学校評議員、各学校でどの程度の人数の方がいて、そのように選任しているのか

について伺いたいと思います。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 各校３名から５名の評議員となっております。選定につきましては、学校長が有識者、

保護者、地域住民などを学校評議員として推薦して、教育委員会が委嘱をしているという

ことでございます。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 地域の学校で選定していただいて、そして、教育委員会で委嘱しているということなん

ですけれども、この会議はどの程度の頻度で行われているんでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 これも各校によって様々でございまして、多い学校ですと11回行っております。以上で

す。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 分かりました。多いところで11回、少ないところだとどんなものなのか分かりますでし

ょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 大体ほとんどの学校３回から５回となっております。 
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◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 大体多くは３回から５回で、多いところででは11回行っている、11回ということは、ほ

ぼ毎月ということですよね。行っているということなんですけれども、そのような会議の

中でいろいろ意見を言ってもらうんだと思うんですけれども、それが、学校経営の改善に

どのように役に立っているのか、どのような意見をいただいているのかについて伺いたい

と思います。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 教育活動、それから、地域社会及び家庭と学校の連携促進等について、意見や御助言を

いただいております。それを学校経営に生かして、保護者や地域住民と相互の意思疎通や

協力関係を高めるというところで効果がございます。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 もうちょっと具体的に何かありますでしょうか。例えば地域のここのところは危険だよ

とか、あるいはこんなことがあったよとか、あるいは学校の経営について、評議員のほう

から何らかの意見があるとか、そんな中身の、もう少し具体的にお願いしたいと思うんで

すが。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 委員仰せのとおり、やはり子供たちが学校の外で見かけるというのは、通学に関して、

地域の方は見かけられるということで、やっぱり通学の状況であったりとか、ここは危険

だよというのは、よくこの評議員会に限らずでもお声はいただいたりはしております。 

また、学校行事等に参加していただくこともありますので、そのときの様子であったりと

か、現役の保護者以上の、昔子供が通っていたよという地域の方につきましては、昔と比

較しながら、今はこんなふうになっていますけれどもというふうなお声をいただいたりと

かしながら、御意見をいただいております。 
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◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 学校経営の今の現状について、学校のほうから、評議員の方々に何らかの報告をすると

か、それに対して意見をもらうとか、そういったこともあるんですね。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 はい、大体最初、会の初めには、学校長のほうからそのようなお話をさせていただいた

後、評議員の方々に御意見をいただくということになっております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 一般、私たち市民から見ると、なかなかどんな活動しているのか、見えてこないところ

もありますもので、そういった会議をしていただいて、非常に有効なことだと思いますし、

あと、これなんかも、学校だよりだとか、そういったところでも住民の方々に、あるいは

保護者の方々に報告できるような体制があればいいかと思います。よろしくお願いします。 

 次に、小学校教育振興費の中の学校図書館充実経費についてお伺いをしたいと思います。 

先ほど読書大好キッズについても議論ありましたけれども、子供たちの読書の状況ですよ

ね、これ非常に心配な部分があったりするんですけれども。例えば去年の５月の段階で全

国的な調査を見ましたけれども、全国的な平均として、小学生は１か月に12.7冊、中学生

は5.3冊読んでいる。ちょっと予想よりは多いなという感じはするんですけれども、ちょ

っと本の中身も、いろいろゲームのマニュアルだったりとか、そういったことも含むのか

なともいろいろ気にはなるんですけれども。ただ、もう一方で、５月１か月の間１冊も読

まなかった子供たちというのが、小学生が5.5％、中学生が10.1％となっているんですね。

だから、結局読んでいる子はそれなりに読んでいるけれども、読んでいない子供は小学生

の20人に一人が全く読んでいない、中学生は10人に一人いると、そのような状況なんです

よね。読書はやっぱり知識や情報を得るということもありますけれども、やっぱり人格形

成期には、例えば他人のことを思いやったりとか、人生について考えたりだとか、社会に

ついて考えたりだとか、そういった経験がやっぱり読書によってできるんだと思うんです

けれども。 

そんな中で伊勢市としても、読書大好キッズだとか、それから、先ほど、その前に小

さな子供はブックスタートがありますけれども、こういったことも事業で取り組んでいた

だけて、非常にこれは伊勢市は本当にこういう読書活動に対する支援というか、こういう

のは充実しているのかなとは思いますけれども。学校図書館、これを充実していくという
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ことは、やっぱり子供たちの身近に子供たちにとって面白い本があったり、あるいは簡単

に手に取れるとか、そういった状況をつくった上で非常に大事なことだと思うんですけれ

ども。まず、その議論の前に、先ほど全国的な読書の冊数についてお話ししましたけれど

も、伊勢市の子供たちの読書量というか、それについては何らかの調査とかあるんでしょ

うか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 利用状況として、子供たちが図書館の本をどれくらい借りているかというような調査は

しております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 ありがとうございます。確かにしょっちゅう図書館に入り浸っている子供もいますし、

全く足が向かない子供もいるんで、やっぱり特にそういうふうな、先ほど申し上げたよう

な5.5％とか10.1％の子供たちにどのように本の面白さを届けるのかと、これは大事なこ

とだと思いますので、こういったことを充実していただければと思うんです。で、図書の

予算が小学校が835万1,000円、中学校で638万4,000円計上されておりますけれども、図書

購入費として、各学校当たりどの程度これが使われているんでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 購入費につきましては、それぞれの学校の規模によって頂く予算が違いますので、また、

それから標準冊数、必ずクリアしなければならない冊数の各校の状況に合わせて学校が購

入する冊数も違いますけれども、小学校では約25万円から56万円ぐらいの間で購入をして

おります。中学校では約47万円から90万円の間で図書の購入を行っております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 ありがとうございます。それで、図書を新しく購入されるわけだけれども、この新しい

図書の何を購入するのかというようなことについての選定はどのように行われているんで

しょう。 
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◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 学校の教職員が図書館支援員の意見や児童生徒のリクエストを聞きながら選んでおりま

す。教科書と関連させて平行読書ができる本や、調べ学習を行う本や、また課題図書など、

児童生徒の興味関心に合わせた本など、幅広い分野から選んで購入をしております。以上

でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 今、図書館支援員という言葉が出ましたけれども、この図書館支援員というのは、全て

の学校に配置されているのか。それから、先生の中で司書教諭という方がいらっしゃると

思うんですけれども、こういった先生方はそういった仕事についているのかどうか、この

ことについて伺います。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 図書館支援員さんは、全ての学校に配置されております。それから、司書教諭を持った

教諭は、全ての学校に１名在籍をしております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 ということは、その司書教諭の先生が、図書館係みたいなことをやっていただいて、そ

こで活動していただいているということでよろしいんでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 図書担当として、図書館支援員さんと連携しながら進めていただいております。 
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◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 先ほどの図書館支援員という方は、どのような種類の方なんでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 委託を行っておりまして、各校に週1.5日程度来ていただいて、図書館の本の整備であ

ったりとか、また子供たちが読みやすいようなレイアウトを考えていただいたりとか、ま

た読み聞かせをしていただいたりとかしております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 これ委託していただいているということだけれども、例えば、元先生であったりとか、

あるいは地域の何らかのそういった活動をしている方だとか、どんなような方なんでしょ

うか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●中川学校教育課副参事 

 図書館支援員さんにつきましては、リブネットという会社の方に来ていただいておりま

す。地域の方というのは、教育支援ボランティアとして、学校のほうで図書の活動に関わ

っていただいている方がお見えです。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 分かりました。以上です。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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◎吉岡勝裕会長 

 ないようですので、項２小学校費の審査を終わります。 

 次に、128ページの項３中学校費について、項一括で御審査願います。中学校費は128ペ

ージから131ページです。 

 

《項３中学校費》 発言なし 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、項３中学校費の審査を終わります。 

 次に、130ページの項４幼稚園費について、項一括で御審査願います。 

 

《項４幼稚園費》 発言なし 

 

◎吉岡勝裕会長 

 発言もないようですので、項４幼稚園費の審査を終わります。 

 次に、項５社会教育費について御審査願います。なお、項５社会教育費のうち、当分科

会の審査から除かれるのは、132ページ、目３文化振興費、134ページ、目６観光文化会館

費です。 

 それでは、目１社会教育総務費について、御審査願います。 

 

《項５社会教育費》（目１社会教育総務費） 発言なし 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、目１社会教育総務費の審査を終わります。 

 次に、132ページをお開きください。目２社会教育推進費について御審査願います。 

 

（目２社会教育推進費） 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言はありませんか。 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 この社会教育推進費の中の生涯学習推進事業についてお伺いをしたいと思います。ここ

の冊子の中で、教育力の低下が指摘されている家庭や地域に対し、家庭教育を支援するた

めの講座や地域で活動する社会教育関係団体への支援を行うと、このようにあるんですけ

れども、特に近年、全国的に子育ての困難さが非常に大きく指摘されておって、その中で

児童虐待だとか、あるいは不幸にも死に至ってしまうような、こういった事例が頻発して

おります。その中では、子供が親の思うようにならないということで、しつけと称して虐

待をしているということが多いと思うんですけれども、このことについて、国連の子ども
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の権利委員会で次のような指摘があります。日本に対してですけれども、民法における親

権という概念が包括的支配権を親に与えていることにより、また、親が子供に不適切な期

待をかけていることにより、子供が家庭において暴力の危険性にさらされていると。これ

を依然として懸念すると。依然としてですから、以前からあるわけですけれども。それで

また、児童虐待が継続的に増加しているということに注意を払っているということなんで

す。また、同じく子どもの権利委員会からの日本への意見として、子供を権利の主体とし

て尊重しない、こういう伝統的な見方があると、このような指摘もあるわけです。 

 こういった状況の中で今の日本社会の動き、そして、こういうふうな国際的な指摘、こ

ういったところから、大変な難しさがあるんだと思うんですけれども、家庭教育への支援

ということについて、どのように考えているのかについて伺いたいと思います。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 社会教育課長。 

 

●山口社会教育課長 

 委員さん、今言っていただいたような現状があるかと思います。そういった中で家庭と

いうのは、生きていく上で基礎的な資質や能力を生む教育の原点というふうに言われてお

ります。しかしながら、地域社会の希薄化でありますとか、核家族化などにより、家庭で

の教育に不安や悩みを持つ保護者が増加をしているというのが先ほど言っていただいたよ

うな状況でございます。このような状況ですので、社会教育課としましては、家庭や地域

での教育力の向上を図るための支援ということで、具体的な取組といたしましては、家庭

教育応援講座みたいなもので親子のふれあい教室であるとか、家庭教育をテーマにした講

座の開催並びに相談に対するアドバイスなどを行いまして、地域や家庭で孤立しないよう

に、また、地域のほうで、包摂的に子供を見守る、そういった取組になるよう、そういっ

た講座をしていきたいと考えております。以上です。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 講座といいますもんで、何だかすごく一方的に講義するような感じで捉えていたんです

けれども、そうではなくて今のお話聞きますと、もちろんお話も聞くんでしょうけれども、

保護者の皆さん方が交流したりとか、疑問になっておるところを聞いたりとか、あるいは

悩みを話したりとか、そのようなことが内容になるようなことで、今お聞きしたんですけ

れども、それ非常に大事なことだと思います。本当に地域で孤立しているお母さん方いっ

ぱいいらっしゃるものですから、こういうような状況が起こっているんで、そういった面

に目をつけて、しっかりとお願いしたいと思います。 

 次に、地域で活動する社会教育関係団体、これの支援ということも書かれておるんです

けれども、対象団体はどのようなところを想定しておるんでしょうか。 
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◎吉岡勝裕会長 

 社会教育課長。 

 

●山口社会教育課長 

 社会教育課が支援する団体といたしましては、いせトピアに団体登録がありますサーク

ルでありますとか、市民活動団体、また伊勢文化サークル協会に加入している団体に対し

て支援をしていくというものです。以上です。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 分かりました。ありがとうございます。以上です。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 他に御発言はありませんか。 

 辻委員。 

 

○辻孝記委員 

私も生涯学習推進事業について、少しお聞きしたいと思います。先ほどの楠木委員の

ことと若干違うんですが、地域の方に向き合って学習機会の充実ということで、ちょっと

書いてもらっているのが従来の講座内容を見直し、スマートフォンの取扱いに関する高齢

者向けの講座などを実施するというふうにあります。これについて、以前はどんなふうな

ことをやっていて、今回はどのように変えていこうとしているのか、ちょっと詳しく教え

てもらえますか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 社会教育課長。 

 

●山口社会教育課長 

 生涯学習推進事業としまして、重点として上げさせていただきましたのは、最近、今ま

でですと、会場に来ての対面的な学習というのがほとんどでございましたけれども、最近

言われておりますデジタルということで、ＩＣＴを活用したオンライン講座等にも、ちょ

っとそういうものも増やしていきたいというふうに考えていますし、あと、先ほどから話

があります地域や家庭に対しての応援の講座というものも、ちょっと増やしていきたいな

というふうに考えております。以上です。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 辻委員。 
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○辻孝記委員 

 今、デジタル化ということもありまして、特に高齢者の方々がパソコンであったりとか、

例えばタブレットもそうですし、スマホとかそういったこともなかなかよう扱わんという

方も実際はまだみえるかというふうに思います。そういった方々に対しては、先ほど言わ

れたようなＩＣＴで遠隔で話をするという、そこへ行くまでのことができない方がたくさ

んみえるんじゃないかなと私は思うんですね。そういった形ではこれからのデジタル化、

デジタルというのは、デジタル化することによって、何でも楽になるよというふうになっ

ていかないと意味がないかというふうに思っております。便利ですよというふうにならな

いとこのデジタル化は進まないかないというふうに思います。そういったことを教えても

らうというか、分からせてもらえる、そういう講座が必要かと思うんですが、そういう取

組というのは、この中には入っておられるんですよね。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 社会教育課長。 

 

●山口社会教育課長 

 委員さん言っていただいたとおり、デジタルに関しては、高齢者の方が非常に苦手とい

いますか、そういったところは遅れているということで、そういった形でスマートフォン

講座というものも今年も始めさせていただいておりますし、そういったところは講座のほ

うを進めていきたいというふうに思っております。以上です。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 辻委員。 

 

○辻孝記委員 

 分かりました。スマートフォン講座等、どんな単位というか地域とか、そういったもの

を区切ってとか、開催単位というのは考えておられるんでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 社会教育課長。 

 

●山口社会教育課長 

 今年スマートフォン講座というのを２回、４講座ぐらいやったんですけれども、常に申

込みがいっぱいの状態でございます。そういったこともありまして、地域でやるかどうか

ということは、ちょっと今後検討させていただきたいと思いますけれども、いずれにしま

しても、そういった部門の講座というのは、今後も引き続きやっていきたいなというふう

に考えております。以上です。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 辻委員。 
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○辻孝記委員 

 国のほうでもこういったデジタル化が進めていくということで、特に高齢者の方々がな

かなか慣れていないということもあって、こういった講座を持つようにというふうなこと

も言われているかというふうに思っております。ですから、できれば学校単位とか、小さ

い単位で出かけていくような形をつくっていただけると、和気あいあいの中で学んでいけ

るんじゃないかなというふうに思うんですけれども、今後そういった形の取組をお願いし

たいと思います。その辺もし意見があればちょっと教えてください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 社会教育課長。 

 

●山口社会教育課長 

 ここにつきましては、関係する課とも連携を取りながら、前向きに検討させていただき

たいと思います。以上です。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、目２社会教育推進費の審査を終わります。 

 次に、134ページの目４青少年育成費について、御審査願います。 

 

（目４青少年育成費） 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言はありませんか。 

 藤原委員。 

 

○藤原清史委員 

 青少年育成費のところでお聞きいたします。まず、（１）番目の青少年健全育成推進事

業について、少しお聞きしたいと思いますけれども、この事業の内容をお聞きしたいと思

います。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 社会教育課長。 

 

●山口社会教育課長 

 青少年健全育成でございますけれども、青少年の健全育成を目的とした事業でございま

して、各中学校区で組織されました青少年育成市民会議による地域主導型の健全育成活動
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でありますとか、あと、青少年相談センターというのを持っておりますので、そこで行い

ます街頭指導であるとか、あるいは、青パトによる下校パトロール、あと、啓発活動など

でございます。以上です。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 藤原委員。 

 

○藤原清史委員 

 分かりました。街頭指導や啓発活動ということで、私もこれまで何回かそういう事業に

参加したことがあるんですけれども、最近、スマホとか、またコロナ禍において、子供た

ちの活動状況というか、行動の様子が多少変わってきていると思うんですけれども、最近

そのようなことで、問題とか課題点というようなことはどうでしょうか、あるんでしょう

か。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 社会教育課長。 

 

●山口社会教育課長 

 課題ということでございますけれども、コロナでは、青少年の非行防止というものが主

な活動でございましたけれども、最近、少年の非行件数は、御存じのように減少してきて

いるという傾向でございます。青少年を取り巻く環境や課題につきましては、変化をして

きておりまして、課題といたしましては、ＳＮＳに起因する、青少年のトラブルが増えて

きているということが一つ言えると思います。以上です。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 藤原委員。 

 

○藤原清史委員 

 分かりました。その課題に向けて、今後どういうふうな取組を行っていくのか、教えて

ください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 社会教育課長。 

 

●山口社会教育課長 

 ＳＮＳの対策につきましては、閉じられた空間の中で問題が潜在化しやすいというふう

に思っています。また、専門性も高いことから、対策は非常に難しゅうございます。関係

機関と連携を図りながら、取組を進めるとともに、まずは、未然防止に向けた啓発活動で

あるとか、あるいは保護者や地域の方々に向けた講演会の開催等で取組を進めてまいりた

いというふうに思います。以上です。 
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◎吉岡勝裕会長 

 藤原委員。 

 

○藤原清史委員 

 ありがとうございます。分かりました。関係機関との連携、それで、未然防止に向けた

活動等取組、これからもよろしくお願いします。 

 もう一点、すみません、ここで飯田市交流会実施事業についても、少しお聞きしたいと

思います。これは、昨年はコロナ禍で中止だったということをお聞きしたんですけれども、

来年度、令和４年度はどのような事業内容を考えているのか、お聞きしたいと思います。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 社会教育課長。 

 

●山口社会教育課長 

 飯田市交流会でございますが、昭和53年から毎年続いておりまして、コロナのことがご

ざいまして、交流会につきましては、令和２年度は中止となりまして、令和３年度はオン

ラインでの交流というふうになりました。令和４年度につきましては、交流ということで

あれば、飯田市をお招きしての交流会というふうになります。今後のコロナの状況も踏ま

えまして、飯田市とも協議をして進めてまいりたいと考えております。以上です。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 藤原委員。 

 

○藤原清史委員 

 分かりました。今年度行うとしたら伊勢のほうへお招きするということですね。この事

業に参加する子供たちの対象というか、学年、また人数等はどういうふうになっているん

でしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 社会教育課長。 

 

●山口社会教育課長 

 各学校にもよりますけれども、おおむね児童会の役員で５、６年生と聞いております。

参加児童につきましては、両市で約50人ということで、伊勢市、飯田市が同じ数になるよ

う調整をつけております。以上です。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 藤原委員。 
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○藤原清史委員 

 分かりました。双方50人程度で交流を図るということですね。その参加した子供たち、

各学校から何人ずつか来ているということですけれども、各学校でそれぞれこの事業の報

告会とか、そういうことをやっているんでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 社会教育課長。 

 

●山口社会教育課長 

 夏休み明けにそれぞれの学校で発表会、報告会のような取組をしているというふうに聞

いております。また、伊勢市の代表として飯田市を訪問した年には、交流会で得た成果を

市長に報告をしております。以上です。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 藤原委員。 

 

○藤原清史委員 

 報告、それぞれの学校でも行っていて、市長にも報告しているということですけれども、

この事業、40年近く続いているということですけれども、これまで行ってきたこの事業、

40年の成果について、何かあればお聞かせください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 社会教育課長。 

 

●山口社会教育課長 

 昭和53年から今年で45年というふうになります。長期にわたりまして交流が続いており

ます。最近では、親子二代ということで、わたって交流会に参加したという方が、引率す

る教員の中にも自分が小学校のときに参加をしたといった人も増えてまいりました。 

 また、飯田市を訪問した際には、お世話になった施設の方から、自分も小学校のときに

交流会に参加をし、いい思い出になっているということで大変よくしていただいたという

ような話も伺うなど、伊勢市でも飯田市でも交流会がそれぞれの市民の間で認知をされ、

両市の親睦を深める事業となっております。 

 このような都市間交流につきましては、今後の伊勢市と飯田市、双方にとって貴重な取

組になるものと考えております。成果としてはそのようなものであるかと考えております。 

以上です。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 藤原委員。 
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○藤原清史委員 

 ありがとうございます。私もスポーツ少年団や総合型スポーツクラブ等で子供たちと伊

勢を離れて、こういういろんな課外活動等、団体で行くんですけれども、やはり、伊勢で

勉強でも何でも行事するより、グループ団体等で地方に行ったときの思い出というのは、

子供たちいろんな勉強にもなりますし、また、その時代の思い出も強いものが残っている

んですよね。飯田市は山の地域、伊勢は海の地域ということで、それぞれ１年ごとに訪れ

て勉強しているということですけれども、本当にこの事業いいことやと思いますので、こ

れからも子供たちのために続けていっていただきたいなと思っております。ありがとうご

ざいました。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、目４青少年育成費の審査を終わります。 

 次に、目５図書館費について御審査願います。 

 

（目５図書館費） 発言なし 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、目５図書館費の審査を終わります。 

 次に、項６保健体育費、目１保健体育総務費について、御審査願います。 

 

《項６保健体育費》（目１保健体育総務費） 発言なし 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、目１保健体育総務費の審査を終わります。 

 次に、目２学校保健費について御審査願います。学校保健費は、134ページから137ペー

ジです。 

 

（目２学校保健費） 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言はありませんか。 

 久保委員。 

 

○久保委員 

 それでは、この学校保健費の中で学校歯科保健衛生指導事業のところについて、少しお

聞かせ願いたいと思います。児童生徒の健やかな成長に資するため、学齢の課題に合わせ

た歯科保健衛生指導を行い、子供たちが健康について、正しい知識を持ち、適切な歯科保
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健行動を実践する力を身に着けるというふうに概要書にはあるんですけれども、少し説明

をお願いしたいと思います。 

 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●上永学校教育課副参事 

 学校歯科医、歯科衛生士さんの協力の下に、学齢期、小学校ですと２年生と５年生に合

わせた歯科保健指導を行っております。２年生につきましては、第一臼歯がほぼ生えそろ

う時期ということで、虫歯になりやすいために、歯磨き指導を中心とした虫歯予防指導を

行っております。５年生につきましては、高学年から、歯肉炎等が増えてくるという傾向

があるため、歯磨き指導を中心とした歯肉炎予防指導や虫歯予防指導を行っております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 久保委員。 

 

○久保真委員 

 ありがとうございます。１年生、幼稚園の年長さんぐらいから、前歯が抜け始めて、よ

く１年生の子供たち歯抜けの状態でにこっと笑われると、大笑いしてしまうような時があ

るんですけれども、そういうことで、２年生と５年生になると大臼歯が生え始めるという

ことで、歯肉炎の予防ということで、この学年について、こういう指導を行っているとい

うことなんですけれども、今ちょっと言ってもらったのかどうか、もう一度、学年によっ

て２年生と５年生だけなのか、回数とかもう一度ちょっと教えてください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●上永学校教育課副参事 

 この２年生と５年生に合わせた事業は行っておるんですけれども、それ以外の学年につ

きましても、６月の歯と口の健康習慣とか11月８日のいい歯の日などを活用して、養護教

諭による保健指導、歯磨き指導等を行っております。２年生、５年生以外の学年のほうに

も行っておるというふうなことになっております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 久保委員。 

 

○久保真委員 

 ありがとうございます。特に乳歯から永久歯に生え変わる時期というのが、一番大切な

時期やということもあり、これは、子供だけにかかわらず、大人の人の口腔内の環境が健
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康に大きな影響を与えるということは、もう誰もが知っていることで、いろんなところで

これは言われていることなんですね。しっかりとその回数を何回というふうにこだわらず

に、もう少したくさん、常にということではないですけれども、指導というか子供たちの

歯の健康について、見ていただきたいと思うんです。というのは、これから、流行ってく

ると思われるインフルエンザとかの予防にも、口の中の環境がすごく大切やということも

言われています。そういう点でしっかりとやってもらいたいと思うんです。その辺につい

て、ちょっとお考えあればちょっと教えてください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 

 

●上永学校教育課副参事 

 この事業は、今年度から始まった事業なんですけれども、各学校のほうでは、この事業

の後、歯磨きの仕方が分かったとか、歯の大切さが分かったとか、おやつの食べ方も分か

ったというふうな子供たちの声や、保護者の方のこのような指導をしてもらってありがた

いというふうなお話も聞いておりますので、ぜひ続けてやっていきたいということと、普

段は先ほど養護教諭による授業というふうに申しましたけれども、児童会のほうで歯の大

切さとか、歯磨きの大切さ等の啓発活動といいますか、そのようなこともやっております

ので、その辺のあたりをしっかりと推進してやっていきたいと考えております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 久保委員。 

 

○久保真委員 

 ぜひしっかりとやっていただきたいと思うんです。なぜこのようにくどくど言うかとい

うと、養護教諭の方、いろんな授業をやっていただいて、これ決して悪いことではなくて、

しっかりとやってほしいと思うんですけれども、課を横断して、ほかに健康課のほうでも

歯科衛生士さんとかみえると思うんですよね。そういう方たちにお手伝いを願って、やは

り養護教諭さんよりも専門知識がすごくあると思うんです、歯科衛生士さんですから。そ

ういう方たちにも来ていただいて、しっかりと子供たちの歯の健康について、説いていた

だくというのが一番大事だと思うんです。特に小さい子供たち、なかなかまだまだ歯のこ

とについて分からないと思うんですよね。歯科医さんと一緒に来る先生または衛生士さん

の話というのは、なかなかそこまで理解できなかったりすると思うので、歯科医師会さん

とも協力して、子供たちの口腔内の環境保全のためにしっかりやっていただきたいと思う

んですが、それについてちょっと課を横断するような対策について、お考えあればお聞か

せ願って質問を終わりにさせていただきます。お願いします。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 学校教育課副参事。 
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●上永学校教育課副参事 

 委員のおっしゃられたように、また、歯科衛生士さん、他課のほうの衛生士さんとかそ

のようなことも、活用も今後また考えて進めていきたいと思っております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 他に発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎吉岡勝裕会長 

 発言もないようですので、目２学校保健費の審査を終わります。 

 次に、目３学校給食費について御審査願います。 

 

（目３学校給食費） 発言なし 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、目３学校給食費の審査を終わります。 

 次に、目４体育振興費について御審査願います。体育振興費は136ページから139ページ

です。 

 

（目４体育振興費） 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言はありませんか。 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 インクルーシブスポーツ推進事業というのが、今度新しく予算化されているわけですけ

れども、ここに至るまでの、これまでスポーツ課でも障がい者スポーツについては随分取

り組んできていただいていると思うんですけれども、これまでの取組について紹介してい

ただけますか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 スポーツ課長。 

 

●沖塚スポーツ課長 

 失礼いたします。主なものにつきまして、年度で少し御紹介させていただきたいと思い

ます。平成29年度、30年度におきましては、いせスポーツフェスティバルにおきまして、

車椅子バスケットボールのデモンストレーションと、その車椅子のバスケットボールに使

う車椅子の乗車体験というのをさせていただきまして、また、サウンドテーブルテニス、

ＳＳピンポンといった卓球関係の体験会、そしてゴールボールなどの展示を平成29年度、

30年度のほうはさせていただきました。令和元年度につきましては、障がい者の方も御参
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加いただきまして、ボッチャの交流大会、令和２年度につきましては、小学校の低学年及

び未就学児を対象といたしました障がい者スポーツの体験会を２回ほど開催させていただ

いております。 

 また、このコロナ禍でございました令和２年度と３年度につきましては、ボッチャとサ

ウンドテーブルテニスの解説動画のほうを行政チャンネル等で紹介をさせていただいてお

ります。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 ありがとうございます。この間、障がい者のスポーツ、あるいはそれを健常者が体験を

するという体験、こういったことについて取り組んできていただいていると思うんですけ

れども、これまでの障がい者スポーツについての取組と今度新しく出てきたインクルーシ

ブスポーツ、これについて、違いとそのコンセプトについて教えていただきたいんですが。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 スポーツ課長。 

 

●沖塚スポーツ課長 

 今、御紹介をさせていただきました体験等につきましては、主に健常者の方が中心で参

加されておりますスポーツイベント等において、その障がい者スポーツの紹介とか、体験

会のほうを実施をさせていただきました。コンセプトという件につきましては、健常者の

スポーツ、障がい者のスポーツという形であえて線を引くのではなく、ボッチャ競技であ

ったり、卓球、バレーといった、みんなが一緒になってできるスポーツをみんなが一緒に

なって楽しむことで、共生社会の実現等につながればなというような思いを持っておりま

す。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 このインクルーシブについては、教育の現場でも随分かつては障がい者教育といわれて

いたものが、だんだん変わってきているという部分もあります。だから、社会全体として

もインクルーシブという考え方が、大きな重要な概念になってきているんだと思うんです

けれども、これまでのこととそれから今後進めていく上での考えられる課題、それについ

てお聞きします。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 スポーツ課長。 
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●沖塚スポーツ課長 

 課題といいますと今後のことになるかと思いますが、令和４年度開催させていただくに

当たり、今考えておる課題といたしましては、多くの方にできるだけ障がい者の方に参加

していただきたい。しかも安心して参加していただきたいということで、その事前の周知

をしっかり努めてまいりたいというのが、これが１点目でございます。 

 もう一点につきましては、お申込みいただいた皆さんの障がいの内容に応じたサポート、

例えば介助が必要なのかとか、手話通訳が必要なのかといった、このような内容を事前に

しっかりと把握をしながら取り組んでまいりたいと、このようなことを考えております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 健常者と障がい者が一緒に取り組むスポーツということで、その障がいの内容に応じて

サポートしていく必要があると、一概に障がい者、あるいは肢体不自由とか言っても、い

ろんな方々いらっしゃいますから、それぞれに応じた支援が必要だと思うので、これにつ

いては、その障がい者だけじゃなく、その健常者についてもしっかりとそこを周知してい

ただいて、安全な大会ができればいいなと思います。ありがとうございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 他に御発言はありませんか。 

 藤原委員。 

 

○藤原清史委員 

 すみません、私もこのインクルーシブスポーツ推進事業について、少しお聞きしたいと

思います。今、楠木委員が大分聞いていただきましたので、ちょっと何点かだけお聞きし

たいんですけれども、これは今年度予定している事業が、今、言われたインクルーシブス

ポーツフェスタ、また、ボッチャ交流大会、障がい者野球交流会、これを予定していると

いうことですけれども、この事業の予算が60万円ということですけれども、この60万円と

いう金額少ないように思うんですけれども、どのようなことでこの60万円予定されている

んでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 スポーツ課長。 

 

●沖塚スポーツ課長 

 初めての取組ということで、いろいろ検討はさせていただいたところなんですが、主な

内容につきましては、障がい者スポーツのかかる用品等の購入経費、またそれに伴う講師

等も来ていただく必要があるかなというふうに考えておりますので、その謝礼、そして保
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険代、消耗品費等を考えております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 藤原委員。 

 

○藤原清史委員 

 分かりました。それでまた、障がい者の方も参加される競技ですので、会場等いろいろ

考えられると思うんですけれども、どのような会場を考えているんでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 スポーツ課長。 

 

●沖塚スポーツ課長 

 トイレやスロープ等が充実しておるというのが重要であるかと思いますので、小俣総合

体育館を考えておるんですが、今年度、令和３年度に、御薗Ｂ＆Ｇ海洋センターのほうを

新しくリニューアルをさせていただきまして、初めてユニバーサルトイレというのを入り

口の部分に大きく設けさせていただきましたので、こちらのほうも会場の一つとして加え

ていきたいと、そのように考えております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 藤原委員。 

 

○藤原清史委員 

 分かりました。小俣総合体育館とＢ＆Ｇですね。そこで、こういう事業するんですから、

障がい者の方にもたくさん参加していただきたいなという気はするんですけれども、そう

なってくるとスポーツ課だけではなしに、ほかの部署との連携も必要だと思うんですけれ

ども、その辺はどうお考えでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 スポーツ課長。 

 

●沖塚スポーツ課長 

 先ほども少しお話を触れましたけれども、たくさんの方に参加していただくためには、

私ども不勉強でもありますので、障がい者団体とか、まず、事業所等につないでいただく

ような連携をしてまいりたいというふうに考えております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 藤原委員。 
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○藤原清史委員 

 分かりました。大切な事業だと思います。またＳＤＧｓにもつながるんじゃないかと思

いますので、しっかりと取り組んでいただきたいと思います。 

 すみません、もう一点、総合型地域スポーツクラブ育成事業について、少しお聞きした

いと思うんですけれども、総合型地域スポーツクラブは、平成７年度、文部科学省ですか、

今のスポーツ庁が始めた施策で、身近な地域でスポーツを楽しめる地域密着型のクラブで

すが、伊勢市では、現在８クラブ設立されております。子供から高齢者まで、幅広い世代

の皆さんが気軽にスポーツに取り組まれているんですが、この今回のスポーツクラブ育成

事業の主な内容をお聞きしたいんですけれども。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 スポーツ課長。 

 

●沖塚スポーツ課長 

 大きく分けて２点ございます。一つは、クラブの育成支援に係る財政的な支援、そして、

大学と連携をいたしました小学生のクラブ会員を対象といたしました合同の体験教室とい

うのを開催しておりますので、その二つが主なものになります。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 藤原委員。 

 

○藤原清史委員 

 クラブの育成支援に係る支援金と、皇學館大学への体験教室の開催委託料ということで

すけれども、このクラブ育成支援の内容について、もう少し細かく教えていただけません

か。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 スポーツ課長。 

 

●沖塚スポーツ課長 

 この負担金の支援につきましては、三つの支援がございます。一つ目につきましては、

各クラブの安定した運営を図るための活動基盤の支援、二つ目につきましては、講師をお

招きして、魅力ある教室等を開催していただく必要もあるということで、教室開催への支

援、三つ目につきましては、会員の確保、新たに総合型スポーツクラブの会員にも入って

いただきたいということで、会員以外の方も体験して参加できるといった交流事業の開催

というのを設けておりまして、こちらの支援のほう、この三つを考えております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 藤原委員。 
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○藤原清史委員 

 ありがとうございます。確かに本当にこの育成支援、どのクラブも本当に助かっている

ことと思います、財政不足ということで。その財政に関することなんですけれども、いろ

いろなスポーツ、今回コロナ禍の中でスポーツ活動等制限されておりますけれども、だん

だん会員数が減っているような気もするんですけれども、どうもこの会費のほうも少なく

なってくるということで、現在の減少等の状況、今、全体的にどういうふうな状況にある

のか、その辺をお聞きしたいと思います。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 スポーツ課長。 

 

●沖塚スポーツ課長 

 平成28年度から令和元年度まで、４年間になるんですが、例年3,600人程度で推移をし

てまいりました。このコロナ禍の令和２年度と令和３年度につきましては、約3,200人と

いうことで、400人程度減少しておるのが現状でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 藤原委員。 

 

○藤原清史委員 

 そんなには減っていないようには言われましたけれども、400人ぐらい減っているんで

すね。このコロナ禍で、本当に施設いろいろ使えないということで、またそれで、この冬

の寒い時期ということもあるんですけれども、皆さん出不精といいますか、スポーツ離れ

が生じているように感じるんですけれども、どのようにその辺課のほうではお考えでしょ

うか。今後、どのような対策でそういう参加する人を増やしていけばいいかなというよう

にお考えでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 スポーツ課長。 

 

●沖塚スポーツ課長 

 総合型スポーツクラブでも、しっかりまたできることの内容を周知しながら、スポーツ

離れみたいなお話ございましたが、対応していきたいと思います。 

 一方、今年度、令和３年度のスポーツのアンケート調査のほう、週１回以上、スポーツ

をどれくらいの割合で実施しておりますかというアンケートを取っておるんですけれども、

こちらのほうが46％という結果をいただきました。こちらは、スポーツ課としてアンケー

ト取り出したのが平成27年度からになるんですが、この中では46％というのが、一番高い

数字でした。ですので推測ではございますが、一定程度個人単位でのスポーツ活動、近く

を歩いたりとかいったようなスポーツ活動は、一定程度はできているんではないかと、こ

のように認識もしております。 
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◎吉岡勝裕会長 

 藤原委員。 

 

○藤原清史委員 

 分かりました。私の周りだけかも分かりませんけれども、なるべく、たくさんの方に参

加していただけるようなクラブ活動にしたいと思いますけれども、本当に一刻も早くコロ

ナが収束して、楽しく活動ができるようになればなと願っております。これからもまた総

合型に対する支援、よろしくお願いいたします。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎吉岡勝裕会長 

 ないようですので、目４体育振興費の当分科会関係分の審査を終わります。 

 次に、138ページの目５体育施設費について御審査願います。 

 

（目５体育施設費） 発言なし 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、目５体育施設費の審査を終わります。 

 以上で、款11教育費の当分科会関係分の審査を終わります。 

 次に、款12災害復旧費の審査に入ります。 

 当分科会の所管は、140ページの項３文教施設災害復旧費となります。 

 

【款12災害復旧費】《項３文教施設災害復旧費》 発言なし 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、款12災害復旧費の当分科会関係分の審査を終わります。 

 以上で歳出の審査を終わります。 

 審査の途中でありますが、午後１時まで休憩いたします。 

 

休憩 午後０時08分 

再開 午後０時59分 

 

◎吉岡勝裕会長 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 続いて歳入の審査に入ります。 

 18ページへお戻りください。款15分担金及び負担金を御審査願います。 
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【款15分担金及び負担金】《項１負担金》（目１民生費負担金） 発言なし 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、款15分担金及び負担金の当分科会関係分の審査を終わりま

す。 

 次に、款16使用料及び手数料を御審査願います。 

 

【款16使用料及び手数料】《項１使用料》（目２民生使用料）（目３衛生使用料）（目８

教育使用料）《項２手数料》（目２衛生手数料） 発言なし 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、款16使用料及び手数料の当分科会関係分の審査を終わりま

す。 

 次に、款17国庫支出金を御審査願います。 

 

【款17国庫支出金】《項１国庫負担金》《項２国庫補助金》（目２民生費国庫補助金）

（目３衛生費国庫補助金）（目６教育費国庫補助金）《項３委託金》（目２民生費委託金） 

発言なし 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、款17国庫支出金の当分科会関係分の審査を終わります。 

 次に、款18県支出金を御審査願います。 

 

【款18県支出金】《項１県負担金》（目２民生費県負担金）（目３衛生費県負担金）《項

２県補助金》（目２民生費県補助金）（目３衛生費県補助金）（目９教育費県補助金）

《項３委託金》（目２民生費委託金）（目３衛生費委託金）（目６教育費委託金） 発言

なし 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、款18県支出金の当分科会関係分の審査を終わります。 

 次に、30ページをお開きください。款20寄附金を御審査願います。 

 

【款20寄附金】《項１寄附金》（目３民生費寄附金） 発言なし 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、款20寄附金の当分科会関係分の審査を終わります。 

 次に、款21繰入金を御審査願います。 

 

【款21繰入金】《項１基金繰入金》（目４地域福祉基金繰入金）（目５育英基金繰入金）

《項２特別会計繰入金》 発言なし 
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◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、款21繰入金の当分科会関係分の審査を終わります。 

 次に、款23諸収入を御審査願います。 

 

【款23諸収入】《項３貸付金元利収入》（目１民生貸付金元利収入）（目３教育貸付金元

利収入）（目４災害援護資金貸付金元利収入）《項５雑入》（目４民生費収入）（目５衛

生費収入）（目12教育費収入） 発言なし 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、款23諸収入の当分科会関係分の審査を終わり、歳入の審査

を終わります。 

 以上で、議案第３号中、当分科会関係分の審査を終わります。 

 次に、一般会計中、当分科会関係分の自由討議を行いますが、御発言はありませんか。 

 

【一般会計の自由討議】 発言なし 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、自由討議を終わります。 

 次に、特別会計の審査に入ります。165ページをお開きください。 

 「議案第４号 令和４年度伊勢市国民健康保険特別会計予算」を御審査願います。この

議案の審査につきましては、一括で御審査願います。 

 御発言はありませんか。 

 

☆議案第４号 令和４年度伊勢市国民健康保険特別会計予算 

 

◎吉岡勝裕会長 

 浜口委員。 

 

○浜口和久委員 

 すみません、ここの部分で180ページの高額療養費というふうな部分でちょっとお聞か

せ願います。この高額療養費は高額に医療費がかかった方にお返しする還付金いうふうな

形だと思いますが、そのシステムについてちょっとお話を聞かせていただきたいなという

ふうに思います。まずこの高額療養費、何かいろんな種類がこうあるんですけれども、ど

のようなものがあるのかまずお聞かせください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療保険課長。 
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●世古口医療保険課長 

 委員仰せの医療費の支払いが高額となった場合に負担を軽減するための一定額を超えた

部分につきまして、被保険者に戻ってくる高額療養費制度でございますけれども、国保加

入の方で病気が長引いて通院が多くなったり、また入院などで医療費の自己負担額を超え

た金額や、また人工透析を必要とする慢性腎不全など特定疾病に係る医療費の自己負担額

を超えた金額について、申請により被保険者にお戻しするものでございます。高額療養費

の自己負担限度額につきましては、所属区分や年齢、年間の回数や任意外来など、それぞ

れの状況により金額異なってまいりますけれども、特定疾病の限度額につきましては所得

により１万円ないし２万円となっております。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 浜口委員。 

 

○浜口和久委員 

 ありがとうございます。所得区分や年齢の違いというふうなお答えがございました。そ

れから、特定疾病は１万円ないし２万円ですか、また別な部分があるんかなというふうに

思いますけれども、先ほどの答弁の中でちょっと人工透析の方のことが出てまいりました。

ちょっと私も人工透析を受けている方のお話なんですけれども、毎月、高額療養費の還付

について毎月の申請をしなければならないというふうなことを聞いたんですが、人工透析

なんか一遍しますとずっとですので、一度申請しますと生涯にわたり還付される、そうい

う方法はないんでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療保険課長。 

 

●世古口医療保険課長 

 委員仰せのとおり、原則、高額療養費の支給につきましては、該当する月ごとに申請が

必要となっております。特例として、初回時に申請を行うことで翌月以降の高額療養費の

支給に該当する場合には、自動的に支給を受けることのできる世帯もございます。特例の

対象につきましては、世帯主が70歳以上で国民健康保険に加入している世帯の全員が70歳

以上である世帯でございます。それ以外の世帯につきましては、委員おっしゃるとおり、

これまで制度的にできないということになっておりました。ただ、国民健康保険施行規則

の一部改正によりまして、制度的には全ての世帯を対象とすることができる旨が示された

ことから、現在対応を検討しているところでございます。 

 また、令和４年度は国保のシステムを更新いたしますので、その際に一度の申請で対応

できるよう、システムの導入に向けて改修などを検討してまいりたいというふうに考えて

いるところでございます。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 浜口委員。 
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○浜口和久委員 

 分かりました。ありがとうございます。国保に加入をするときに、これ１回１回高額医

療というふうな部分じゃなくて、国保に加入をするときに口座と紐付けをしていただきま

したら、高額レセプトで皆、多分そちらのほうで当局のほうで把握されておるというふう

に思うんですよね。ですから、そういうふうな形が取れないかなというふうなことを思っ

とったんですが、何か令和４年度にシステムの更新ですか、いうふうな部分でございます。 

 現在マイナンバーカードのこともあります。それからＩＣＴ化を進めとるいうふうな状

況もありますので、最初、国民健康保険に加入していただいた時点で口座に紐付けをして

いただいた方は、高額医療があったときにはレセプトできちっと返せるよと、申請出さん

でもいいよというふうな状況をちょっと考えていただきたいなというふうに思うんですが、

再度これから研究されますということでございますけれども、再度お答えいただけますで

しょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療保険課長。 

 

●世古口医療保険課長 

 委員おっしゃっていただきましたのは、今、国のほうで進められておりますマイナンバ

ーカードの保険証の登録ということでおっしゃっていただいておるんやと思います。国の

ほうも進めておるところで、当然ながら伊勢市の保険証のマイナンバーカード登録という

ふうに市役所の本庁の医療保険課、また総合支所、支所の窓口でも御自分で登録できない

人の登録についてお助けをさせていただこうということで、パソコンを置きまして、お問

合せがあった場合につきましては、登録のお手伝いをさせていただいておるところでござ

います。しかしながら、まだ残念ながらマイナンバー自体の普及も伊勢市も40％弱、それ

とあと保険証登録につきましても、伊勢市につきましては、１月の下旬の数字でございま

すけれども、これも４％弱というようなことで進んでいないのが現状でございます。それ

と併せて医療機関の登録等、機械の整備の状況もございます。そういうことで、まずもっ

てはシステムの更新に併せて支給環境の対象拡大について整備を進めさせていただければ

ということで進めさせていただきたいと存じます。 

 導入を予定している国の標準システムを含めて、全世帯への支給対象のシステム構築に

ついても、現在メーカーも開発を進めているところというふうに聞いてございます。導入

するシステムについては、令和４年の秋頃には対応できるんではないかなというようなこ

とで情報も取っております。そのことで、できましたら令和５年度中には全ての世帯につ

いて、一度の申請で支給が可能となるように事務の取扱いなども併せて調整させていただ

いて、委員仰せのマイナンバー等使っての自動での支給につきましては、今後カードの活

用など、国の情報にも注視して研究してまいりたいというふうに考えておりますので、よ

ろしくお願いをいたします。以上でございます。 

 

 



 57 

◎吉岡勝裕会長 

 他に御発言はありませんか。 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 私はこの国保の今の現状について若干確かめたいと思うんですけれども、この国民健康

保険というのは所得の低い人が多くて、年金生活者などの無職、それから非正規労働者な

どの被用者が合わせて国保世帯の８割近くを占めていると。また、この加入世帯の所得、

全国平均で130万円ほどになっているようですけれども、特に今コロナ禍の中で保険料負

担感は非常に大きくなっている。被保険者の負担を軽減することが強く求められていると

思うんですけれども、まず令和３年度の滞納状況について教えてください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療保険課長。 

 

●世古口医療保険課長 

 令和３年度、途中の段階でございますけれども、直近の２月末現在の数字でございます。

世帯につきましては、2,247世帯、金額につきましては、２億8,990万円でございます。以

上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 2,247世帯と非常に小さい数ではないと思います。これは割合にすると全加入者の中で

どの程度になりますか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療保険課長。 

 

●世古口医療保険課長 

 加入世帯につきましては、おおむね１万7,000世帯ということになっておりますので、

おおむね13％ということでございます。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 おおむね13％とこれは非常にそんなに無視できる数じゃないと思うんですけれども、こ

ういった滞納しておられる方々への支援、対応はどのようにしていただいていますか。 
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◎吉岡勝裕会長 

 医療保険課長。 

 

●世古口医療保険課長 

 滞納のある方につきましては、通知で御案内をさせていただきます。国民健康保険料の

支払いが難しいという方につきましては、納付相談ということで行っておりまして、納付

相談のとおり、納付に応じていただける方につきましては短期証を交付、応じていただけ

ない方については資格証明書を交付いたしております。当然ながらお話を聞かさせていた

だいて、個々により事情が違いますので、丁寧な対応を心がけて相談をさせていただいて、

資格証の交付等させていただいておるところでございます。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 分かりました。非常に丁寧な対応をしていただくということですけれども、お願いした

いと思います。先ほど全国的な所得の平均が130万円台だというふうに申し上げましたけ

れども、伊勢市の場合にはどのようになっているんでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療保険課長。 

 

●世古口医療保険課長 

 令和２年度の決算ベースでの金額で出させていただいておりますけれども、所得のある

世帯で平均いたしますと162万円でございます。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 所得のある世帯で162万円ということは、ないところ入れるともっと、平均ですから少

なくなるんだと思いますけれども、それを平均に入れるのはどうかと思いますんで、今の

話でほぼ162万円ということです。こういう方々の中で、こういう加入者の保険料は年間

所得のどれだけの割合になっているんでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療保険課長。 
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●世古口医療保険課長 

 いわゆる加入者平均の所得に対する保険料の割合ということで、御質問をいただいたと

いうふうに思いますけれども、これにつきましては、ちょっと今のシステムでは所得のあ

る世帯でのその所得の平均ということはできませんでして、その全体の中で所得のない方

も含めた計算でいきますと、伊勢市の場合は所得のうちの9.5％が保険料というような形

になってございます。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 ということは、１割程度の割合を占めているということで、これは所得の多い方の場合

ですと１割そんなに感じませんけれども、やっぱり少ない人ですと非常に負担感強いと思

いますので、この辺については一般会計から繰入れというのもあるんだろうけれども、国

としてはあまりそういうふうな方向にはいっていないというなことで、こういったことに

ついては、また伊勢市としても何らかの改善をお願いをしたいと思います。 

 次に、二つ目ですけれども、国保料の均等割の問題です。赤ちゃんから高齢者まで均等

に係る保険料であって、子供が多ければ多いほど均等割額が大きくなると、これやはり子

供が多ければ多いほど多くなるということは、やっぱり少子化対策としても、子育てに対

する支援にしてもやはりちょっと問題があるのかなと思います。今、令和４年度から未就

学児に限ってこの部分を２分の１に減額をすると、こういった提案がされておるわけです

けれども、18歳まで減額または免除というような方向は考えられないのかなと思うんです

が、こういったことについては検討はされていないでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療保険課長。 

 

●世古口医療保険課長 

 委員仰せのとおり、保険料につきましては人数割の均等割、世帯割の平等割と所得割か

ら構成されておりまして、均等割はおっしゃっておりますとおり人数に関わって増えます。

質問でもおっしゃっていただきましたけれども、本定例会に条例改正の議案を提出させて

いただいておりますが、令和４年度からおっしゃってみえますとおり、未就学児の均等割

が５割軽減される制度が導入される予定でございます。 

 しかしながら、おっしゃってみえました年齢を拡大することや上乗せする軽減分につき

ましては、国の負担対象外となってございます。つきましては、本市の国保の財政負担と

なるということでございますので、それにつきましては、ひいてはほかの被保険者の保険

料負担が増加するという考え方にもなります。ですから慎重に今後検討していくべき課題

であると考えておりますので、今後も国の動向など注視してまいりたいと存じますので、

御理解賜りますように、よろしくお願いいたします。 
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◎吉岡勝裕会長 

 健康福祉部次長。 

 

●大井戸健康福祉部次長 

 失礼します。低所得の方の保険料等の負担の軽減につきましては、これまでにも各種減

免の制度でありますとか、それから軽減の制度、コロナ禍におきましては保険料等の減免

等の制度を適用してまいりました。今後もそういった軽減の制度もしっかりと丁寧に適用

させていただきながら支援してまいりたいと思います。 

 それと今回の子供に係る国民健康保険料の均等割額の減額の導入につきましては、国に

おいて子育て世帯の経済的負担軽減の観点から導入されているものでございますが、一方

で国の審議会等で方針としましては、法定外繰入の対象でありますとか広域の保険料の統

一化でありますとかそういった動きもございますので、先ほど課長申し上げましたとおり、

国や県の動向も注視してまいりたいというふうに考えております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 楠木委員。 

 

○楠木宏彦委員 

 国で未就学児については２分の１補助がということで出るわけですけれども、今申し上

げたように、子育て世代を支援するというのはやっぱり未就学児だけじゃなくて18歳ぐら

いまでは、そこのところ対象にしなくちゃいけないのかなと思いますので、そういったこ

とについても国の制度も見ながらしっかりと検討お願いしたいと思います。それから、国

に対してもこういった要望があるんだというようなこと、しっかりと伝えていただければ

なと思います。よろしくお願いします。ありがとうございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 他に発言はございませんか。 

 辻委員。 

 

○辻孝記委員 

 少しだけ聞かせてください。予算書の183ページに載っております、特定健康審査事業、

また特定保健指導の関係の事業ですが、これずっとやってもらっていて伊勢市はしっかり

頑張ってもらっているということは伺っておるんですが、今現在どれぐらいで、今回はど

れぐらいの目標を定めておられるのかお聞かせください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療保険課長。 

 

●世古口医療保険課長 

 特定健診につきましては、２月末現在で１万707人受けていただいております。これに
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つきましては、対象が40歳から74歳の国保加入者ということでございます。国保について

は加入したり脱退したりということでございますけれども、約２万人が対象になっておる

ということでございます。ポイントで計算いたしますと、２月末時点で54.0％の方が受け

ていただいておるということになってございます。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 辻委員。 

 

○辻孝記委員 

 令和３年度の今現状の実績だったと思います。今度、令和４年度に対して多分60％ぐら

いを目標にされているはずなんですが、それに向かってどれぐらいのどういった形で取り

組もうとしているのかちょっとお聞きしたいんですが。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療保険課長。 

 

●世古口医療保険課長 

 この特定健診の受診率については、委員仰せのとおり毎年目標を立ててこの事業に取り

組んでおります。今年度につきましては、目標といたしましては58％、令和４年度につき

ましては59.0％ということで目標を立ててございます。 

 先ほど私が申し上げました数字につきましては、若干目標に足りていないということで

ございます。昨年度につきましては53.9％と、昨年度の受診率は0.1ポイント上回ってお

ります。昨年度、令和２年度からコロナ禍ということで、非常に厳しい状況の中ではござ

いますが、何とか目標に近い数字は達成できているのかなというふうには思っています。

と言いますのは、県内でももうずっと受診率は１位ということで続いておりまして、50％

を超えておる自治体は２自治体か３自治体というような状況の中で、なかなか医師会さん

の御協力ということもあって、高い受診率では来ておるんかなというふうに思っています。 

 ただ、目標には到達しておりませんので、今後さらなる方法で皆さんに受診していただ

けるよう取り組んでまいりたいというふうに考えておりますので、よろしく御理解賜りま

すようにお願いをいたします。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 辻委員。 

 

○辻孝記委員 

 分かりました。ありがとうございます。本当に伊勢も頑張っていただいていまして、目

標も高い目標掲げて、しかもそれに近い数字まで上げてもらっている、本当に感謝してい

るつもりであります。ただ、特定健診を受けて当然それはメタボの関係でやっていること

ですので、その後、特定保健指導という形でメタボの関係で引っかかった方については、

特定保健指導を受けるという形になると思うんですが、該当するような方々が特定保健指
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導を実際受けてもらっているパーセントはどれぐらいなんでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療保険課長。 

 

●世古口医療保険課長 

 委員おっしゃっていただきました、この特定健診を受けていただいた人の中から項目で

選んで指導をさせていただいたほうがいいのではないかという方に通知をさせていただい

ております。毎年大体おおむね1,000名程度ということになるんですけれども、それに対

していろいろ、いろんな講習会とかあるいは訪問指導等やるというのが通常の状況ではご

ざいますけれども、御承知のように昨年、また今年とコロナ禍の中で思うような指導がで

きていない状況でございます。令和２年度につきましては、その人たちの対象者の指導率

が36％、令和３年度につきましては18.1％と、ちょっとこちらのほうについては伸び悩ん

でおる状況でございます。 

 今後、このような状況下でもどういうふうにやっていくかというようなことで、担当部

署とも話をしながら進めていかなければというふうには考えてございます。以上でござい

ます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 辻委員。 

 

○辻孝記委員 

 分かりました。コロナの関係もあるというのは事実だとは思いますが、要するに保健指

導をされてですね、要するに改善していくことが大事な話ですもんですから、改善してい

く方向というのをこう目指していただいて、改善された方々というのはどれぐらいみえる

のかとか、そういったこともまた御報告いただきたいと思うんですが、その辺のことはつ

かんでおられるんでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療保険課長。 

 

●世古口医療保険課長 

 関係課と言いますのは、健康課の保健師の指導でということでございます。どの時点に

至った部分で回復かというようなことで、その辺のところは申し訳ございません、私確認

はしておりませんけれども、その辺のことにつきましても今後指導なりさせていただいた

方について、どのような状態になっておるかというようなことも考えながら対応してまい

りたいというふうに思います。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 辻委員。 
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○辻孝記委員 

 分かりました。ちょっとその辺も含めてこれから取り組んでもらえたらなというふうに

思います。 

 あと、以前まで歳入のほうで、基金が２億円繰入れているような形を見受けます。基金

の今残高の推移というのはどのようになっておるんでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療保険課長。 

 

●世古口医療保険課長 

 基金の現在の残高につきましては14億9,000万円でございます。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 辻委員。 

 

○辻孝記委員 

 今年も、令和４年度も２億円の繰入れをするという予算を組んでもらっております。全

額、２億円繰入れても全額全部使うことはないかなというふうには思うんですが、その辺

の減り具合と言うたらおかしいんですが、基金の残高の減り具合というのはどのような推

移をしているのか、ちょっと教えてください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療保険課長。 

 

●世古口医療保険課長 

 ここ最近につきましては、おおむね10億円から13億円の中で推移している状況でござい

ます。今年度につきましても、今のところは基金を繰入れない状況で国保運営をさせてい

ただいております。なので令和４年度当初予算につきましては、２億円を繰入れるという

ようなことで、保険料の抑制も図るという意味で予算を計上させていただいております。 

 今後、医療費は一人当たりの医療費も上昇傾向にありますことですし、コロナの対応の

医療費も今後どういうふうになっていくかというようなとこも推移を見てかないかんとい

うふうに考えております。14億円ということでございますけれども、今後の状況を見なが

ら活用を考えていきたいというふうに考えております。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 辻委員。 

 

○辻孝記委員 

 分かりました。そういった、そんなに繰入れなくても大丈夫な状況を今伺いました。上
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手な運用をお願いしたいと思います。 

 先ほど、浜口委員からマイナンバーカードと保険証との紐付けの関係で今４％というよ

うなお話があったかと思います。今後この辺のところ、どのような目標値を持って取り組

もうとされているのか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療保険課長。 

 

●世古口医療保険課長 

 明確に今年度中に何パーセントというのは今のところ掲げておりませんけれども、マイ

ナンバーカード本体の普及と同様に、基本的には全ての方が保険証登録をしていただける

のが望ましい結果だというふうに考えてございますので、広報等でも周知しておりますけ

れども、市の媒体を使って今後も保険証との紐付けについて御案内をさせていただきたい

というふうに考えております。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 辻委員。 

 

○辻孝記委員 

 分かりました。よろしくお願いします。こういった形でサービスが充実できるような方

向性、国が一生懸命取り組んでもらっている部分を応援していく形になるかと思いますが、

皆さんがマイナンバーカードを持っていけるような状況をつくってもらいたいと思います

ので、どうかよろしくお願いします。結構です。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、議案第４号の審査を終わります。 

 次に、193ページをお開きください。「議案第５号 令和４年度伊勢市後期高齢者医療

特別会計予算」を御審査願います。 

 この議案の審査につきましても、一括で御審査を願います。 

 御発言はありませんか。 

 

☆議案第５号 令和４年度伊勢市後期高齢者医療特別会計予算 発言なし 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、議案第５号の審査を終わります。 

 次に、209ページをお開きください。「議案第６号 令和４年度伊勢市介護保険特別会

計予算」を御審査願います。 
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 この議案の審査につきましても、一括で御審査願います。 

 御発言はありませんか。 

 

☆議案第６号 令和４年度伊勢市介護保険特別会計予算 発言なし 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、議案第６号の審査を終わります。 

 次に、特別会計中、当分科会関係分の自由討議を行いたいと思いますが、御発言はあり

ませんか。 

 

【特別会計の自由討議】 発言なし 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もありませんので、自由討議を終わります。 

 次に、企業会計の審査に入ります。 

 277ページをお開きください。「議案第10号 令和４年度伊勢市病院事業会計予算」の

御審査を願います。 

 この議案の審査につきましても、一括で御審査願います。 

 御発言はありませんか。 

 

☆議案第10号 令和４年度伊勢市病院事業会計予算 

 

◎吉岡勝裕会長 

 久保委員。 

 

○久保真委員 

 失礼します。コロナ禍で医療の従事者の皆様におかれましては大変御苦労されているこ

とと思います。ありがとうございます。その病院経営に当たってもしっかりやっていただ

いているものだと私のほうは認識はしておりますけれども、この医業の費用の中で少し気

になったことがありますのでお聞かせ願いたいと思います。 

 日本病院会などの病院団体の全国調査で明らかになってまいりました、このランサムウ

エアですか、身代金要求型のコンピューターウイルスによる被害が全国で報告され、各病

院の対策の遅れが懸念されているということです。このサイバー攻撃によって電子カルテ

などの診療システムが障害を受けた場合、体制は整えているのか、今この伊勢総合病院の

現状を少しお聞かせ願いたいと思いますが、よろしくお願いします。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療事務課長。 
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●南平医療事務課長 

 ランサムウエアにおきましては、委員おっしゃるとおり全国的に猛威を振るっておりま

して、その都度新聞等においても報道されているところでございます。伊勢病院におきま

す仮にランサムウエアに感染したときの対応といたしましては、院内においてシステム障

害が発生した際の対策マニュアルというのを定めております。それに伴いまして対応や復

旧のほうをさせていただくというような、そのような流れとなっております。以上でござ

います。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 久保委員。 

 

○久保真委員 

 ありがとうございます。対策もしっかりしているということなんですけれども、いろん

なメディア等々で報道されているところによりますと、電子カルテの運用ができなくなる

と診療時間等々長くなってくるんじゃないかという懸念があるというふうに報告されてお

りますけれども、その辺についてもちょっとお聞かせください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療事務課長。 

 

●南平医療事務課長 

 電子カルテがまず使えなくなった場合の診療時間でございますけれども、まず電子カル

テのサーバーが使えなくなった際というのは、まず非常用の参照用のサーバーに切り替わ

るということになっております。もしその参照用のサーバーも使えない場合は、紙カルテ

を用いて診療を行っていくというような流れになっております。いずれの場合におきまし

ても、どうしても通常時の診療よりはお時間がかかることにはなってしまいますけれども、

患者様の待ち時間におきましては最少になるように努力していきたというふうに考えてお

ります。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 久保委員。 

 

○久保真委員 

 二重、三重の体制、バックアップというか、そういうのを検討しているということだと

思うんですけれども、もしもこの会計業務等々にもこれ時間かかってくるんじゃないかと

も思われますし、例えばこの救急医療の場合にもすごく時間をかけてしまうんじゃないか

という恐れがあると思いますが、その辺についてお聞かせください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療事務課長。 
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●南平医療事務課長 

 委員おっしゃるとおり、時間がかかるというところは間違いございません。そのあたり

の救急医療であったり、通常の診療はどうしていくかというところは、先ほど言わさせて

いただきました対策マニュアルによりまして、影響が出るシステムによりまして紙運用と

いうところでございますけれども、そちらで対応していくということにはなります。 

 紙運用につきましては、年１回防災訓練をするときに、紙運用を用いた訓練をさせてい

ただいておりますので、それらによって職員のほうも全くしていないというわけではなく

て、紙運用での診療録を書いたり、あと検査のオーダーであったり、結果というところの

訓練をさせていただいておりますので、そのような対応をさせていただく予定でございま

す。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 久保委員。 

 

○久保真委員 

 もう万事オーケーというような御答弁だと思うんですけれども、これ実際に不正アクセ

スされたというような痕跡というのはあるんですか。ちょっとこれお聞かせください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療事務課長。 

 

●南平医療事務課長 

 今、伊勢病院で漏えいする通信機器につきましては、コンピューターウイルスの不正ア

クセスは検知あるいは防御する仕組みを取り入れておりまして、なおかつ委託業者によっ

て24時間監視をする体制を取っております。それによりまして、全く今のところそういう

入られたという形跡はございません。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 久保委員。 

 

○久保真委員 

 ありがとうございます。24時間委託という形になろうかと思うんですけれども、これは

ソフトウエアのライセンスとかいろんな費用かかってくると思うんですけれども、不正ア

クセスする、接続しようとするやからというか、そういうものをブロックするということ

で、ファイヤーウォールライセンス費用というのが発生してくると思うんですよね。これ

はこの委託費の中に含まれているんですか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療事務課長。 



 68 

 

●南平医療事務課長 

 おっしゃるとおりでございまして、ファイヤーウォールの保守料金の中に24時間監視を

するというところを仕様に入れまして導入させていただいておりまして、令和４年度の予

算におきましても、そちらのランニングを計上させていただいておる次第でございます。 

以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 久保委員。 

 

○久保真委員 

 ありがとうございます。今後もっともっとこの不正アクセスというのは激しくなってく

ると思います。令和４年度においてこの情報セキュリティーの予算、また人材は適切なん

でしょうか、ちょっとお聞かせください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療事務課長。 

 

●南平医療事務課長 

 令和４年度当初予算に計上させていただいておる情報セキュリティーに関する予算でご

ざいますけれども、まずはウイルス対策、ソフトウエアのライセンス費用、それと情報端

末の不正接続を防ぐソフトウエアのライセンス費用、それと先ほど言わさせていただきま

した不正な通信や監視や防御をする対策費用、あとサイバー保険の加入費用、それと情報

システムに勤務しておる職員の研修会等の参加費用ということでございます。以上でござ

います。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 久保委員。 

 

○久保真委員 

 職員、日々進歩するサイバー攻撃というか情報セキュリティー専門職の登用はされない

ということなんですね。特別職というか、ちょっと聞かせてください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療事務課長。 

 

●南平医療事務課長 

 日々進歩するサイバー攻撃の対策としては、新たな技術の情報の収集が非常に重要にな

るというふうに考えております。ですので、いわゆる人材育成ということが非常に大事と

いうふうに考えておりますので、セミナーや研修会、あるいはベンダーシステム業者など
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から情報を収集しまして、そして、それで職員のほうが新たな情報や技術を獲得するなど

しまして、このランサムウエアのほうに対応していきたというふうに考えております。 

以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 久保委員。 

 

○久保真委員 

ありがとうございます。ぜひお願いしたいと思います。 

 最後になりますけれども、患者様の基本情報、検査情報、これ個人情報になるんですけ

れども、これのシステムのバックアップというのは十分なんでしょうか、ちょっとお聞か

せください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療事務課長。 

 

●南平医療事務課長 

 情報システムのバックアップデータにつきましては、必ず複数保存する仕組みになって

おりますので、そのような形を取りまして、万が一に備えておるところでございます。 

以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 久保委員。 

 

○久保真委員 

 ありがとうございます。この電子カルテシステムから患者様の情報や検体検査の結果が

抜かれていくという個人情報の流出にもなりかねないというふうに考えていますので、し

っかりと予算、またその人材確保していただいて、対策をやっていただけるようにお願い

したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 他に御発言はありませんか。 

 浜口委員。 

 

○浜口和久委員 

 すみません、それでは、私のほうからよろしくお願いをいたします。このコロナ禍の中、

大変な業務を担っていただいております病院の管理者はじめ関係者の皆様方、本当に感謝

する次第でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 そういった中で予算も組みにくかったんかなというふうな形では思うんですけれども、

この予算書277ページを見させていただきますと、令和４年度の予算におきまして、１日
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の平均入院患者数が239名、それから外来患者数が512名、健診患者数50名ということにな

っております。ここで令和３年度と比べますと人数は少し増の予算というふうになってお

るんですが、財政収支計画の指標によりますと、１日平均が入院患者数が255名で、１日

平均外来患者数は520名、それから健診者数も53.2名となっております。令和４年度と令

和３年度のこの予算編成の違い、それからまた財政収支計画の指標との違い、それの考え

方についてお答えをお願いいたします。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 経営企画課副参事。 

 

●西井経営企画課副参事 

 令和３年度当初予算と財政収支計画との患者数の違いでございます。まず始めに、令和

３年度の当初予算につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響としまして、入院と

外来患者数では１年間病床を確保すると、それとあとは紹介患者数の減少、これらを見込

んだものでございます。健診者数につきましては、健診センター内での密を避けるため、

受入れ人数を下げてというところで運営をさせていただくというところを見込んだもので

ございます。 

 次に、令和４年度の当初予算の考え方でございますけれども、令和４年度につきまして

は、令和３年度実績をベースとしつつ、アフターコロナを見据え、現在行っております新

型コロナウイルス感染症対策としての病床確保、この期間を４月から６月までの３か月間

として想定をしております。その後、病床確保終了後、７月から段階的に財政収支計画の

患者数を目指すこととしまして、１日平均入院患者数につきましては239人、１日平均外

来患者数につきましては512人を予定のほうをしております。また健診者数につきまして

は、引き続き感染症対策として、感染防止策を徹底しながら、健診センター内での密を避

けるため、１日の受入れ上限数に近い人数を見込みまして、１日平均健診者数で50人を予

定し、令和３年度当初予算より増加をするというふうな計画を立てております。 

 なお、財政収支計画では新型コロナウイルス感染症の影響というものを見込んでおりま

せんので、その結果、財政収支計画と比較をいたしますと、令和４年度の予定量はそれぞ

れ下回っておりますので、御理解賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 浜口委員。 

 

○浜口和久委員 

 分かりました。ありがとうございます。令和３年と令和４年はコロナの影響を受けてと

いうふうな部分の中ではありますが、ウィズコロナに移ったというふうな状況になってき

ております。そして７月から入院患者や患者さんが戻ってくるんか、一遍にまたその分増

えるんかというふうな部分がちょっと危惧されるところでございます。そこで、患者数が

財政収支計画を下回るというふうなことは、収支については計画どおりにはなりませんよ

ね。そういった中での赤字がこれちょっと増えてくるんと違うかなというふうな形で危惧
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するところですが、お考えをお聞かせください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 経営企画課副参事。 

 

●西井経営企画課副参事 

 赤字額につきましては、財政収支計画を患者数が下回ることもありまして、令和４年度

当初予算、財政収支計画を下回るような形となっております。具体的に赤字額の数字を申

し上げますと、令和４年度当初予算では、４億5,814万4,000円、財政収支計画では４億

1,449万5,000円と約4,400万円財政収支計画を下回っておりますが、財政収支計画に少し

でも近づくことができるよう、しっかりと収支の改善を図ってまいります。以上でござい

ます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 浜口委員。 

 

○浜口和久委員 

 分かりました。ありがとうございます。これにつきましてはまだコロナの、逆に補助金

も入っていないということですよね。そういった形ですよね。 

 それでは、その次、令和４年度の診療報酬改定があった、そのようにこう聞いておると

ころなんですが、その内容をお聞かせ願えますでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療事務課副参事。 

 

●細谷医療事務課副参事 

 診療報酬は原則２年に一度改定されてまいりますが、委員おっしゃっていただいたよう

に、令和４年度に診療報酬改定が行われます。内容につきましては、新型コロナウイルス

感染症等にも対応できる効率的・効果的で質の高い医療提供体制の構築や安心・安全で質

の高い医療の実現のための医師等の働き方改革等の推進などを基本的な視点とされたもの

になっております。具体的な項目として、看護職員の処遇改善や不妊治療の保険適用など

となっております。 

 診療報酬の改定率につきましては、診療報酬本体につきましては、プラス0.43％、薬価、

材料がマイナス1.37％となっておりまして、全体でマイナスの0.94％と前回改定に引き続

きマイナス改定となってございます。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 浜口委員。 
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○浜口和久委員 

 ありがとうございます。本体はプラスになるが、材料等がマイナス改定になっておると、

全体でマイナス0.94％ですか、このマイナスになるというふうなことでございますけれど

も、全体でマイナスの診療報酬改定になるということであるんですけれども、本体はプラ

スという部分があるんで、プラス点とマイナス点がある中で、伊勢の市民病院にとっては

収益的にこれでこの改定はプラスに働くというふうな部分なのか、マイナスに働くという

ふうな部分なのか教えていただけますでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 経営企画課副参事。 

 

●西井経営企画課副参事 

 今回の診療報酬改定につきましては、診療報酬本体と薬価、材料と合わせましてマイナ

ス改定となっております。改定内容を十分に把握しながら収益的にプラスとなるようこの

あたりにつきましてもしっかりと取り組んでまいります。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 浜口委員。 

 

○浜口和久委員 

 分かりました。収益的にはプラスになるように取り組んでいただくというふうなことな

んですけれども、例えば言いますと、薬価や材料それはもう完全にマイナス改定になる部

分なんですよね。こういった部分はどのようにお考えなんでしょうか、お聞かせください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 経営企画課副参事。 

 

●西井経営企画課副参事 

 薬価、材料につきましては、委員おっしゃるとおりマイナスの改定になりますので、ベ

ンチマーク、他の病院の購入価格、そういったものを比較するシステムがございますので、

そういったものを活用しながら購入価格を抑え、病院経営にマイナスとならへんようにこ

のあたりにつきましてもしっかりと取り組んでまいりたいと思います。以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 浜口委員。 

 

○浜口和久委員 

 分かりました。今までの御答弁をいただきまして、注意点というふうな部分と意気込み

というふうな部分は分かりましたんですが、財政収支計画の指標より少ない患者数、そし

て令和４年度の診療報酬改定がマイナスに働くというふうになると、病院の財政収支、こ
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れますます厳しくなるというふうな形で私は思うんですが、今後どのように、どういうと

ころを評価していくか、どのように収支を改善していくのか、お考えをお聞かせください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 経営企画課副参事。 

 

●西井経営企画課副参事 

 今後の収支改善につきましては、医師確保はもちろんのこと、地域医療連携や時間内救

急、これのさらなる強化を図るとともに、あと当院の強みでもあります多様な病床機能と

して、一般病床、地域包括ケア病床、回復期リハビリテーション病床、ホスピス病床、こ

の四つの種類の病床を持っておりますので、この４種類の病床を最大限活用し、患者数の

確保を図ってまいりたいと考えております。 

 また、引き続き医療の質の向上を図りますので、このことが、ひいては収入の向上にも

つながるものと考えております。一方、支出のほうの削減抑制についてございますけれど

も、給付につきましては支出の大半を占めており大きな課題であると、このことについて

は認識のほうをしております。 

 今後につきましても、さらなる業務の効率化、合理化、あと効率的な勤務形態の検討や

人材育成による資格取得者の適正な職員配置を図ってまいります。 

 また、材料費につきましても非常に大きな支出となっておりますので、先ほどお答えい

たしましたような、ベンチマークを活用した取組でありますとか、あとは後発医薬品の採

用促進、それと少しでも価格が抑えられた同じ種類の同じ用途のそういった製品への切り

替え、こういったことも図りまして収支の改善に努めてまいりたいと考えておりますので、

よろしくお願いをいたします。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 浜口委員。 

 

○浜口和久委員 

 分かりました。支出の部分でどうする、収入の部分ではこのような部分というふうなこ

とは分かりましたんですけれども、病院の収支の改善につきましては、先ほども資格取得

者の職員の配置をしたりとかというふうな部分もありました。 

 もう一つ、病院の収支の改善につきましては、新たな施設基準の取得を目指していくこ

と、これはもう毎年の課題であると思いますが、そういうことが大切であろうと思います。 

そこで、新たな施設基準の取得についてそういったお考えはどのようになっておるでしょ

うか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 医療事務課副参事。 

 

 



 74 

●細谷医療事務課副参事 

 先ほども申しましたように、令和４年度の診療報酬改定について、詳細については３月

４日、先週の金曜日に詳細が出たところでございます。現在内容のほうを精査しておる段

階ではございますが、これまでの情報を基に、現時点においては報告書管理体制加算、電

子的保健医療情報活用加算や夜間看護体制加算などの取得を予定しております。引き続き

情報収集に努めながら、医療の質の向上に向け、新規施設基準の取得を図ってまいります。

以上でございます。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 浜口委員。 

 

○浜口和久委員 

 分かりました。できる限り取得基準、施設基準を取得していただきたいな、新たなもの

をというふうな形で思います。 

 ここでちょっと医師の採用状況をお聞かせ願えますでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 経営企画課長。 

 

●奥田経営企画課長 

 医師の採用につきましては、これまでの確保対策の成果も出始めまして、少しずつでは

ありますけれども、増員をすることができております。現在は財政収支計画の52名に対し

まして54名となっており、計画を満たすことができております。 

 また、新年度予算におきましても２名の予算を見込んでおりまして、今後、医師採用に

つきまして、よい報告ができるように努めてまいりたいと考えております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 浜口委員。 

 

○浜口和久委員 

 分かりました。令和４年には２名増を考えておるというふうなことでございました。私

も言いますと、新たな施設基準の取得のためには医師の確保が必要と考えております。そ

の方向でよろしゅうございますでしょうか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 経営企画課長。 

 

●奥田経営企画課長 

 施設基準の取得につきましては、医師の採用が当院の求める新たな施設基準に結びつか

ない場合もございます。ただ、一方では医師を要件とする基準もございますので、収益向
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上に向けまして施設基準の新規取得と、それから重要課題であります医師確保と併せまし

て、しっかりと取り組んでいきたいというふうに考えております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 浜口委員。 

 

○浜口和久委員 

 分かりました。ありがとうございます。なるべく施設基準獲得につながるような形で医

師確保のほうもしていただきたいと思います。 

 もう一点、医師確保につきまして、初期研修医の採用、マッチングですね、それが大切

であるというふうに考えておりますが、当局のほうお考えを聞かせてください。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 経営企画課長。 

 

●奥田経営企画課長 

 医師確保の取組の一つとしまして、初期研修医の採用がございます。近年は新病院とな

りまして、就業環境が整備されたことと併せまして、奨学金制度の活用、それと研修に当

たっていただく指導員の先生方の御尽力によりまして、近年では研修の内容が魅力的なも

のになっておるということを聞いております。次年度におきましても、定員を超える応募

の中、現時点では４名の採用を予定しておりまして、今後も初期研修医の確保と研修終了

後の定着に向けた取組の強化を図ってまいります。よろしくお願いします。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 浜口委員。 

 

○浜口和久委員 

 分かりました。ありがとうございます。 

 それでは、最後に看護職員の処遇改善といたしまして、収入を３％程度引き上げるため

の処遇改善措置、これが賃金に反映されるよう適切な担保措置を講じるというふうなこと

とされております。これを全般にわたって聞かせてもらおう思ったんですが、今日全員協

議会でその部分、一部の部分があるというふうな形で聞いておりますので、その部分はと

にかくといたしまして、令和４年10月からの部分、これもあるわけなんで、そのまま、国

から来た補償予算だけしましたら終わりというふうな部分じゃないんで、看護師職員さん

の処遇改善として、この３％、これがこの予算書に載ってないんですね。補正予算でもま

だ出ていなかったような形では思いますんで、そこら辺のことを予算編成にこれどのよう

に担保されるんでしょうか、お聞かせいただいて終わりにしたいと思います。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 経営企画課長。 
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●奥田経営企画課長 

 看護職員の処遇改善に要する経費につきましては、新年度の当初予算それと今年度の補

正予算の編成には間に合っておりません。今回の処遇改善につきましては、令和４年度の

10月以降に診療報酬の改定の中に含まれるものと、その前倒しで国が策定した９月までの

補助事業によるものの２本立てとなっております。本日の全員協議会で御審議をお願いす

るという分につきましては、前倒しで行う、国が策定した補助事業を受けて実施する分の

補正予算について御審議をいただくことになっております。 

 ただ、診療報酬の改定によります10月以降の処遇改善分につきましては、現時点では内

容のほうが今分かっておりませんので、その内容が示されましたら改めて補正予算の御審

議のほうをお願いしたいというふうに考えております。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 浜口委員。 

 

○浜口和久委員 

 内容が分かっていないんで、10月以降の部分についてはというのはまた令和４年度が始

まってから、どこかの部分で分かってから補正予算を上げていきたいというふうな状況な

んですね。それでよろしかったですか。 

 

◎吉岡勝裕会長 

 経営企画課長。 

 

●奥田経営企画課長 

 委員仰せのように繰り返しになりますけれども、現時点ではその内容が示されておりま

せんので、令和４年度になってその内容が分かり次第、御審議のほうをお願いしたいとい

うふうに考えております。 

〔「結構です」と呼ぶ者あり〕 

◎吉岡勝裕会長 

 よろしいですか。 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、議案第10号の審査を終わります。 

 次に、企業会計中、当分科会関係分の自由討議を行いたいと思いますが、御発言はあり

ませんか。 

 

【企業会計の自由討議】 発言なし 
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◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、自由討議を終わります。 

 次に、令和４年度予算全体中、当分科会関係分の自由討議を行いたいと思いますが、御

発言はありませんか。 

 

【令和４年度予算全体の自由討議】 発言なし 

 

◎吉岡勝裕会長 

 御発言もないようですので、自由討議を終わります。 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後２時03分 

再開 午後２時03分 

 

◎吉岡勝裕会長 

 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 以上で、本分科会に振り分けられました案件の審査は終了いたしました。委員の皆様に

おかれましては、円滑な審査に御協力いただき、ありがとうございました。 

 お諮りいたします。 

 会長報告文の作成につきましては、正副会長に御一任願いたいと思いますが、御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎吉岡勝裕会長 

 御異議なしと認めます。そのように決定いたしました。 

 それでは、以上をもちまして予算特別委員会教育民生分科会を閉会いたします。 

 ありがとうございました。 

 

閉会 午後２時04分 

 

 

 上記署名する。 

 

  令和４年３月８日 

 

 

   会   長 

 

 

 

   委   員 
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